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令和８年第１回足寄町議会定例会議事録（第３号） 

令和８年３月１６日（月曜日）     
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こ ど も ・ 健 康 課 長   石 川 建 祐 君 

高 齢 者 支 援 課 長   林   俊 英 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  一般質問＜Ｐ３～Ｐ２６＞ 

 日程第 ２  議案第１９号 令和７年度足寄町一般会計補正予算（第１３号）＜Ｐ２６ 

               ～Ｐ３５＞ 
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               ３号）＜Ｐ２６～Ｐ３５＞ 

 日程第 ４  議案第２１号 令和７年度足寄町簡易水道特別会計補正予算（第３号）＜ 

               Ｐ２６～Ｐ３５＞ 

 日程第 ５  議案第２２号 令和７年度足寄町介護保険特別会計補正予算（第５号）＜ 

               Ｐ２６～Ｐ３５＞ 

 日程第 ６  議案第２３号 令和７年度足寄町介護サービス事業特別会計補正予算（第 

               ７号）＜Ｐ２６～Ｐ３５＞ 

 日程第 ７  議案第２４号 令和７年度足寄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３ 

               号）＜Ｐ２６～Ｐ３５＞ 

 日程第 ８  議案第２５号 令和７年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算 

               （第６号）＜Ｐ２６～Ｐ３５＞ 

 日程第 ９  議案第２６号 令和７年度足寄町国民健康保険病院事業会計補正予算（第 

               ８号）＜Ｐ２６～Ｐ３５＞ 

 日程第１０  議案第２７号 令和８年度足寄町一般会計予算＜Ｐ３５～Ｐ４３＞ 

 日程第１１  議案第２８号 令和８年度足寄町国民健康保険事業特別会計予算＜Ｐ３５ 

               ～Ｐ４３＞ 
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               ～Ｐ４３＞ 

 日程第１５  議案第３２号 令和８年度足寄町後期高齢者医療特別会計予算＜Ｐ３５～ 

               Ｐ４３＞ 

 日程第１６  議案第３３号 令和８年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計予算＜Ｐ３ 

               ５～Ｐ４３＞ 

 日程第１７  議案第３４号 令和８年度足寄町上水道事業会計予算＜Ｐ３５～Ｐ４３＞ 

 日程第１８  議案第３５号 令和８年度足寄町下水道事業会計予算＜Ｐ３５～Ｐ４３＞ 

 日程第１９  議案第３６号 令和８年度足寄町国民健康保険病院事業会計予算＜Ｐ３５ 

～Ｐ４３＞ 
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午前１０時００分 開議 

 

◎ 開議宣告 

○議長（髙橋秀樹君） おはようございま

す。 

 全員の出席であります。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りです。 

 

◎ 議運結果報告 

○議長（髙橋秀樹君） 議会運営委員会委

員長から、会議の結果の報告を願います。 

 議会運営委員会委員長 進藤晴子君。 

○議会運営委員会委員長（進藤晴子君） 

３月１２日に開催されました、第１回定例

会に伴う議会運営委員会の協議の結果を報

告いたします。 

 本日、３月１６日は、昨日に引き続き、

一般質問を行います。 

次に、議案第１９号から議案第２６号ま

での令和７年度補正予算の提案説明を受け

た後、即決で審議いたします。 

 次に、議案第２７号から議案第３６号ま

での新年度予算案の提案説明を受けた後、

予算審査特別委員会を設置し、会期中の審

査といたします。 

 以上で、報告を終わらせていただきま

す。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、議会運

営委員会委員長の報告を終わります。 

 

◎ 一般質問 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１ ３月１

２日に引き続き、一般質問を行います。 

 １０番進藤晴子君。 

（１０番進藤晴子君 登壇） 

○１０番（進藤晴子君） 議長のお許しを

いただきましたので、一般質問通告書に従

い一般質問を行います。 

件名、水道事業の財政見通しと技術体制

の持続可能性について。 

 水道は、人々の暮らしを支える最も重要

な社会インフラであり、安心・安全で安定

した水の供給は行政の重要な責務です。 

しかしながら、近年は施設や管路の老朽

化、人口減少による料金収入の減少、技術

職員の確保困難、ますます頻発化・激甚化

する自然災害など、全国的に水道事業を取

り巻く環境は厳しさを増しています。 

水道行政は、令和６年に厚生労働省から

国土交通省と環境省に所管が替わり、水道

の広域化と民営化を推し進めていますが、

課題は多いようです。 

自然豊かで広大な足寄町において、水道

を次世代に守り継ぐために、上水道及び簡

易水道について以下の点を伺います。 

１、施設・管路の老朽化について。 

・管路や浄水施設の法定耐用年数の到達

状況。 

・更新計画の進捗状況。 

２、水需要（給水人口、総配水量と有収

水量）の推移。 

３、広域化と民間委託の状況。 

４、維持管理費及び更新費用の現状と今

後の財政見通しについて。 

・今後、１０年間の更新費用総額は。 

・料金改定の必要性。 

・起債残高の推移。 

５、職員の確保及び技術継承の体制につ

いて。 

・民間委託による影響は。 

６、災害時の応急給水体制の整備状況に

ついて。 

７、今後の水道事業の在り方について。 

・上水道と簡易水道の統合・企業会計移

行の効果。 

・将来を見据えた持続可能な水道経営の

方針。 

・水道ＤＸの進捗状況。 

以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 進藤議員の「水道

事業の財政見通しと技術体制の持続可能性
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について」の一般質問にお答えします。 

 １点目の「施設・管路の老朽化」につい

てですが、水道用構築物の耐用年数は、公

営企業法施行規則において、配水管は４０

年、浄水・配水設備は６０年と規定されて

います。 

 令和６年度末時点における本町の上水道

の管路延長約１００キロメートルのうち、

約３４キロメートルが耐用年数を経過して

おり、浄水施設については整備後５８年が

経過しています。 

 また、簡易水道については、管路延長約

２５キロメートルのうち、上利別地区以外

は整備後更新を行っていないため、約２１

キロメートルが耐用年数を経過しています

が、浄水・配水施設５か所は耐用年数を経

過しているものはありません。 

 老朽化施設の更新計画については、総合

計画において、上水道は令和１６年度まで

に約６キロメートルの敷設替え及び移設を

予定しており、令和７年度末までの敷設替

え及び移設等の延長は約１.３キロメートル

となっています。 

 浄水施設については、令和８年度より常

盤浄水場の耐震化改修工事に伴う詳細設計

の実施を予定しています。 

 簡易水道については、現段階で更新計画

はありません。 

 ２点目の「水需要の推移」ですが、上水

道は、令和５年度末の給水人口が４,７７０

人、令和５年度の総配水量が約５７万４,０

００立方メートル、有収水量が約４７万立

方メートル、令和６年度末の給水人口が４,

６８３人、令和６年度の総配水量が約５６

万８,０００立方メートル、有収水量が約４

６万３,０００立方メートルとなっており、

人口減少に伴い、総配水量及び有収水量と

もに減少しています。 

 簡易水道は、令和５年度末の給水人口が

１６０人、令和５年度の総配水量が約３万

９,０００立方メートル、有収水量が約２万

８,０００立方メートル、令和６年度末の給

水人口が１４０人、令和６年度の総配水量

が約３万９,０００立方メートル、有収水量

が約２万７,０００立方メートルとなってお

り、こちらも人口減少に伴い、総配水量及

び有収水量ともに減少しています。 

 ３点目の「広域化と民間委託の状況」で

すが、上水道及び簡易水道の配水区域が近

隣自治体の配水区域に近接していないこと

から、広域化は行っていません。 

また、上水道、簡易水道ともに施設維持

及び検針業務を民間委託しています。 

 ４点目の「維持管理費及び更新費用の現

状と今後の財政見通し」ですが、維持管理

費として、令和６年度の上水道事業会計に

おける営業費用が約１億２,１６０万円、簡

易水道特別会計における総務費及び施設費

の合計額は約２,５８０万円となっていま

す。 

 また、今後１０年間の更新費用として、

第７次総合計画における上水道は約７億４,

０００万円を見込んでおり、簡易水道につ

いては現段階で更新計画はありません。 

 水道料金改定の必要性ですが、上水道、

簡易水道ともに給水人口の減少と人件費や

物価の上昇が予想されることから、安定し

た水の供給を行うためには、料金の改定は

必要になると考えており、改定時期につい

ては、今後の状況を踏まえながら検討して

まいります。 

 なお、起債残高の推移ですが、上水道事

業については、配水管や施設の耐震化工事

等を予定しており、第７次総合計画どおり

の事業を実施した場合、令和７年度末の起

債残高は約１億９,７００万円ですが、令和

８年度から起債残高が増え、令和１７年度

末には約３億円になる見込みです。 

 簡易水道については、現段階で更新計画

がないことから、令和７年度末には約７,９

００万円となり、以降、起債の償還により

残高は減少する見込みです。 

 ５点目の「職員の確保及び技術継承の体

制」ですが、現状では安定した水の供給を
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行うための最低限の技術職員を確保できて

いますが、ノウハウの継承を行うため、今

後も必要な技術職員の確保に努めてまいり

ます。 

 なお、施設等の実施設計については、専

門的で高度な技術力を要することから、必

要に応じて民間委託したいと考えていま

す。 

 ６点目の「災害時の応急給水体制の整

備」ですが、本町では足寄町上下水道事業

業務継続計画を策定し、災害発生時におけ

る上下水道機能の継続や、早期復旧のた

め、平時から災害に対する備えを行ってい

ます。応急給水体制としては、１トンタン

ク３基、３トンタンク１基、応急給水セッ

ト２セット、運搬車両２台、給水袋５００

枚を保有しています。 

 ７点目の「今後の水道事業の在り方」で

すが、上水道と簡易水道の統合・企業会計

移行の効果として、会計処理を同一のシス

テムで行うことにより、業務の省力化やコ

スト削減、資金面の流動性の確保が図られ

るものと考えています。 

 将来を見据えた持続可能な水道経営の方

針については、上水道、簡易水道ともに経

営戦略を策定しており、必要に応じて見直

しを行いながら、施設の更新や事業の運営

に必要な経費を踏まえた水道料金の設定と

改定時期について検討していきます。 

 水道ＤＸの進捗状況については、管路の

適正な管理を行うため水道台帳の電子化を

行っているほか、施設で異常が発生した場

合には、職場のコンピューターや職員等の

スマートフォンに警報が入るよう計装設備

を整備しており、３６５日２４時間体制で

異常状況を把握し、対応できるようにして

います。 

 町としましては、今後も施設の維持管理

等を適切に行い、町民の日常生活に不可欠

な水道水の安定供給に努めてまいりますの

で、御理解と御協力を賜りますようお願い

申し上げ、進藤議員の一般質問に対する答

弁とさせていただきます。 

○議長（髙橋秀樹君）  再質問を許しま

す。 

 １０番進藤晴子君。 

○１０番（進藤晴子君） 再質問をさせて

いただきます。 

 まず、１点目の施設・管路の老朽化につ

いてというところですが、管路や浄水施設

の法定耐用年数の到達状況ということで御

答弁いただきました。 

 配水管については４０年、施設に関して

は６０年ということでありますが、配水管

４０年という期間をいろいろ調べると、自

治体によってはもう７０年というふうに考

えているところもありますし、４０年で替

えるということはほぼないというような感

じの調べた結果でした。 

 法定耐用年数の考え方は足寄町としては

どのように考えていらっしゃいますか。 

○議長（髙橋秀樹君） 森岡建設課長、答

弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 法定耐用年数につきましては、先ほどの

答弁にございましたように、水道の法令等

で定められている年数でございまして、実

質、各自治体、議員の仰せのとおり、４０

年にこだわって敷設替えを必ずしなければ

ならないということを考えておりません。 

本町としましても、先ほど申しましたよ

うに、１００キロメートルほどある管の中

で、年数が４０年を経過している管路が３

０数キロメートルあるとお答えをしており

ますけれども、それも実際全てが全て直近

で改修しなければならないということでは

なく、漏水が多い区間だとか、そういった

ところを厳選して改修をしていっている状

況でございますので、年数を４０年という

ことにこだわって改修をするということは

考えている状況ではございません。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子
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君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 老朽化といっても耐用年数が何年たった

ということは分かるにしても、実際にその

管が老朽化しているというのは地下にある

ので分からないわけですよね。そこが本当

に同じときに工事をしたにしても、地盤に

よっては一つのほうはもしかしたら５０

年、６０年の老化をしているかもしれない

けれども、もしかしたら４０年いっていな

いかもしれない。それは分からないという

ことですね。ですので、実際漏水したとこ

ろから、まずは積極的にやっていくという

ことで。 

 一応、経営戦略のほうを中心に読ませて

もらいましたが、上水道の配水管の敷設替

えなどの配水管更新事業について、これで

は、令和２年になっていたものですけれど

も、年間２,０００万円から３,０００万円

というふうに書いてあります。計装装置更

新事業には年間５００万円程度ということ

で予定はされているみたいですけれども、

私がこれを見て思ったのは、実際老朽化し

ているかどうかは分からないわけだから、

要はお金がそれほどあるわけではないし、

多額のお金がかかるので、年間このぐらい

までは出せますよという分だけ計画的にで

きる工事はやっていっているのかなと思っ

たのですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 老朽管の敷設替えの工事の金額について

は、現在、当町として考えているところで

ございますが、大体年間２,０００万円程度

を目安に配水管の更新を行っていきたいと

いうふうな考えで計画をしているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 今、計画も評価

の時期というふうにお話を聞いております

ので、またしっかりした評価が出てくると

思いますが、２,０００万円ということは、

令和２年に立てた計画とさほど変わってい

ないと思うのですけれども、この物価高騰

している中で金額が変わらないということ

は、どんどん工事のできる管路が短くなっ

てくるということでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 金額を目安としておりますので、その管

種、管径だとかで工事費も変わります。そ

ういったことで目安的な部分を２,０００万

円程度と考えておりまして、当然、ある程

度の区間を整備しなければならないとなり

ますと、計画上も金額はばらつきが出てく

る状況になります。そういった形でやって

おりますので、物価高騰だとか、そういっ

た部分についてもある程度見ながら、た

だ、企業会計として出せる金額という目安

として、大体２,０００万円ということで考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 この計画の立て方が本当であれば、ＡＩ

やいろいろな先進の技術を使って、上空か

らでもいいですし、老朽化したところが分

かるようであれば、そういうものを使えれ

ば、本当なら老朽化したところからどんど

ん、予防保全という考え方ですか、老朽化

して壊れたところを直すのではなくて、そ

れは事後保全ですね。そうではなくて、予

防保全のやり方が本当であれば一番お金も

かからなくていいのだろうけれども、そう

いう技術は今のところないので、事後保全

の考え方でやっていくということですね。

分かりました。 

後で、漏水のことは、漏水チェックに関

して詳しくお伺いします。 
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 上水道は管路延長約１００キロメートル

のうち３４キロメートルが耐用年数を経過

しているということで、もっと長いのかな

と思っていたのですが、思っていたよりは

短い。 

 全国で今の状況で各自治体が工事をやっ

ていったとすると、全部今の老朽化したも

のを取り替えるには１５０年かかると、ど

ういう計算なのかはよく分かりませんけれ

ども。だから、今、足寄町がやっている漏

水とか、そういう壊れたところからまずは

やって、そのほかの老朽化して耐用年数を

超えているところを少しずつやっていくと

いう、それが現実的なのだなと私は捉えま

した。 

 簡易水道について、簡易水道のところで

２１キロメートルが耐用年数を経過してい

ると御答弁いただきました。ですが、簡易

水道については、現段階では更新計画はな

いと。管路は石綿管ですか、石綿管は事前

にもう取り替えたということなので、それ

以外が２１キロメートルということだと思

うのですけれども、これはどうして更新計

画はこの１０年の中に入れてこないのかお

伺いします。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 簡易水道の更新計画が今ないという部分

でございますが、簡易水道につきまして

は、受益戸数が少ないという部分と、それ

に比して管路も長いという状況がございま

す。そういった部分を加味して、今漏水が

起きたところを、先ほど申しました、事後

保全という形で整備をしていっているとい

うことで、上水道もそうなのですけれど

も、耐用年数が来たから全部をやるという

ことはなかなか難しい。そして、管によっ

ては、法定耐用年数以上にやはりもつとい

うこともありますので、そういった部分を

加味しながら、漏水が起きたところを改修

していくというような形で今考えています

ので、そういった全体の更新計画を今現在

は持っていないというような状況でござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君）  分かったよう

な、分からないようななのですが、もしか

したら戸数のことがありますけれども、簡

易水道の戸数が少ないところはもしかした

ら人がいなくなるかもしれないとか、そう

いう長期的なことを踏まえてということで

すか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 長期的なことを考えてという部分も若干

ございます。確かに給水戸数が少ない簡易

水道もございますので、そういったところ

で、長い延長を管路更新したとしても、そ

の後給水の量が少ないというような状況に

なると、その部分をほかの改修だとか、そ

ういったところにという部分もやはり出て

きますので、そういった意味では、やはり

漏水が起きて、区間的に老朽化が激しいと

思われるところを改修して直していくとい

うような形で考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 では、漏水のことについてお伺いいたし

ます。 

 漏水件数は大体年間どのくらいあります

か。あと、もし道路の陥没というものが

あったとしたら、何件ぐらいあったか教え

てください。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 本管の漏水と給水管の漏水等がございま
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す。個数は大変申し訳ありません、正確な

ものは今持ち合わせていないのですが、本

年度の漏水管の修繕という部分で、配水管

部分で２か所ほどあったかと記憶しており

ます。あと、給水管というか、個人のお宅

ですね、給水管の部分も３件ほどあったか

と考えております。 

 そういった中で、陥没というお話がござ

いました。道路の陥没は若干配水管の部分

では、歩道だとか、そういったところが陥

没したというような事象はありましたが、

新聞だとかで報道されるような人が落ちる

だとか、そういった大きな陥没にまでは

至っていません。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 少し道路がへこ

んだというぐらいですね。それは、その後

の話は私たち聞いていないのですけれど

も、要は配水管とか水道管自体がそこから

漏水して、それで落ちたということです

か。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 水道管から水が漏れていきますと、当然

周りが飽和状態になります。そういった部

分で細かな隙間が土の中にはあるのです

が、そういったものがだんだん水で流れた

りすることによって隙間が埋まっていく、

そういった中で地盤が落ちると、くぼむと

いうようなことが発生するというような状

況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 やはり水道管によるものの原因で陥没が

起こったけれども、それほど大きなもので

はなかったということで、もう既に修理は

しているということですね。分かりまし

た。 

 それで、漏水件数が今のお話の中では５

件、この寒冷地で、私はもっと多いのかな

と思ったのですけれども、年間大体いつも

このぐらいの件数なのですか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君）  お答えしま

す。 

 給水管等の状況だとかもいろいろありま

すので、全部が全部、漏水が何件かという

ことでは把握しておりませんけれども、年

間大体四、五件あるかと記憶してございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 これは、漏水が起こったということが、

町民から連絡があって、それで見たら、や

はり漏水が起こっていたというふうに捉え

てよろしいですか。 

 それとも、流量がどんどん減ってきて、

出したものと届くものとの差が激しいの

で、もしかしたら漏水かもしれないという

ことで業者が入ってチェックをしたらやは

り漏水だったということでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 原因というか、発生の発見の理由としま

しては、やはり道路の表面に水が出てきて

いるという部分、水が出てきて、なおかつ

陥没というか、若干くぼみができると、陥

没するというような事象が出ているという

ようなところから、漏水が発見されるとい

うのが主でして、そういった発見について

はやはり地元の方の連絡だとかというのが

多くあるかと記憶してございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 漏水チェックと
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いうものがあります。それはまた別問題だ

と思うのですけれども、今は漏水が実際起

こったから工事をした。漏水チェックとい

うことについて、定期的にやっていくの

か、それとも先ほど言ったように、流量が

少し少なくなってきた、ここはもしかした

ら漏水しているかもしれないと、町民が皆

さんのメーターに表れてくれば２か月に１

回行っているので、これはおかしいなと分

かると思うのですけれども、そうではない

場合というのは、たしか計装装置というも

のを使っていらっしゃると伺っておりま

す。それで漏水チェックというのは、ある

程度できるものなのでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 計装装置が施設にはついております。そ

の中で、配水量、施設から流れる水、それ

が分かりますので、毎日大体流量が日報で

出てくるようになっています。その中で、

急激に多くなったりという部分があれば、

何かがあったのではないかというようなこ

とも分かりますし、先ほど議員が仰せのと

おり、まず出口は分かります。そして、そ

れが全部使われているかどうかという部分

は、有収量に今度反映されてきます。その

有収量率が著しく低下をしてきているとい

うような状況が見受けられた場合について

は漏水を疑って調査をしていくというよう

な形に考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 有収率ですね。

有収率はすぐ分かりますか。有収率はすぐ

には分からないですか。どのぐらい時間差

があるのでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 有収率ですので、検針で分かるような状

況になります。ただ、検針の段階で分かる

のは、そのお宅が使用量が増えたというこ

とになりますので、そこで量が違うという

部分については、自宅のほうの量の漏水だ

という形になります。それを積み上げて、

その期間の配水量に比して給水量があまり

にも少ないというのが、今度は本管、配水

管のほうの漏水量の把握になってくるので

すが、それについてはメーター検針が２か

月に一回という状況になりますので、その

タイムラグはございます。 

 ただ、先ほどちょっと説明が足りなかっ

たかと思いますが、夜間に使用水量があま

りにも大きくなってくるというような状況

になれば、そこは本来使用しない状況のと

ころがだんだん多くなったということは、

それは漏水が疑われるということで、その

段階でも漏水チェックをかけるという判断

の材料にはしている状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 あともう一つです。メーターに反映され

ない、それこそ浄水のほうに近いところと

か、水道業者の方にお話を伺いましたが、

足寄町の管というのは、都会のように圧が

高くなるような、そういうものでもなく、

もし漏水しても水はどんどん湧水で出てく

るわけだから、気にすることはないという

言い方はおかしいのですけれども、そんな

に危機感はないのではないかというような

お話をする方がいたのですが、いかがで

しょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 今、現在の中でいけば、水量は確保でき

ているというような状況がございますの

で、多少の漏水があったとしても、それを

速やかに復旧しなければ枯渇するというよ

うなことはないと判断しているところでご
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ざいますが、そうは言いながらも、やはり

管をそのまま放置しておくということには

ならないという状況もございますので、あ

る程度の漏水が発生しているという状況が

はっきりした段階で、漏水チェック等をか

けていくような形で、今現在考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 老朽管のことに

ついて、大体分かってきました。 

 あともう一つ、今回常盤浄水場のほうの

耐震工事が入るということと、耐震化とい

うことが私はちょっと理解ができなくて、

どういうことをすれば耐震化になるのか。

施設と、あと水道管、管路ですね。耐震化

された管を入れるのは、違うものを入れる

のか、それとも、つなぎ目が多少の揺れが

あっても外れないようなものなのか。耐震

化のことについて、もう少し詳しく教えて

いただいてよろしいでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 まず、施設の耐震化という部分でいきま

すと、やはり上載過重だとか、本体の構造

が現在言われている地震の震度に耐え得る

ものかどうかという構造計算をして、足り

ないということになりますと、壁厚を厚く

するだとか、床の厚さを厚くするだとか、

柱を太くするだとかというような改修をす

るというような状況になってまいります。 

 管のほうの耐震化につきましては、配管

を入れ替える段階で、今まで塩ビ管であれ

ばのりづけをしていたつなぎ目を、今は融

着というのですけれども、溶かして接合す

る管にするだとかということもありまし

て、要は本管の継ぎ目が地震だとかで影響

を受けて外れないようになるというような

部材を使うだとかということで、耐震化を

図るというようなことをしている状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） ありがとうござ

います。分かりました。 

 あと、１番の件について、もう１個だけ

質問なのですが、都会など全国各地で起

こっている漏水の事故といいますか、そう

いうものが足寄町にしてみれば、こんなに

少ないというのは、これは人口の問題です

か。流れている水量が少ないからというこ

とでしょうか。ここだけ、考えられること

をお聞かせ願いますか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 全国的にというか、大都市で漏水だとか

がかなり新聞だとかマスコミ報道等されて

いるかと思います。やはり大都市だとかそ

ういったところは、人口が多いですから水

の使用量が多いということで、管径も大き

いという部分もございますし、当然延長も

長くもなってまいります。そういった部分

と、あと管の材質というか、管種ですね。

管の種類によってもやはり耐用年数だとか

かなり変わります。そういった部分で、耐

用年数等が経過していて、やはり大きなと

ころは改修をしなければならない時期が多

くなってきているのかなというふうに思っ

ています。 

 なおかつ、管径が大きいわけですから、

先ほど言った水が流れる部分についても、

流れたときの量も多くなりますので、影響

も大きくなるというような状況になろうか

と思います。 

 本町が極端に少ないのか、多いのかとい

う部分はなかなか比較することができない

ですが、寒冷地という部分でいきますと、

寒冷地がゆえに水が凍っては困るというこ

とで、凍結を防ぐための埋設深、管を埋め

る深さを深くしている状況もございます。
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そういったものもまた影響している可能性

もあるかとは思いますけれども、本町にお

いて、そういった部分で件数が少ないとい

うふうな認識が本当に持てるかどうかとい

うのは、ちょっと分からない状況でござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。

深く埋めるということですね、足寄の場合

は凍るので。分かりました。 

 では、次の質問に行きたいと思います。 

 ２番目の水需要についてです。 

 人口減、人口は少しずつ減ってきてい

る。でも、給水人口もやはり減ってきてい

る。だけれども、人口減よりは若干緩やか

な給水人口の減少になるというふうに皆さ

んおっしゃっているのですけれども、足寄

もやはりそのように考えてよろしいでしょ

うか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 人口減少と同じように給水人口も減って

いくというふうにはなりますが、人口が減

少するという原因が郊外からなのか、職場

的にエリアが限定されて抜けるのかという

部分でも変わってきて、その状況によっ

て、水道のエリアの人口がどう減っていく

のかというのは変わってくるかと思ってお

ります。 

今、経営戦略等で人口推計等をしている

部分については、総合戦略だとか、町が各

種計画で使っている人口減少率を使って推

計している状況でございますので、極端に

そこだけが減少が少なくなるというような

状況ではないかと考えているところでござ

います。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 要は上水道の場

所と簡易水道の地域のところでは若干変

わってくるということですね。 

 では、給水人口が減ってくるというとこ

ろで、簡易水道が五つあります。申し訳な

いですけれども、五つの戸数を教えていた

だいてよろしいですか。それぞれ、現時点

で。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 簡易水道の給水戸数でございますけれど

も、戸数というか世帯でございますが、螺

湾地区で１５世帯、芽登地区で３４世帯、

上利別地区で１３世帯、上足寄地区で５世

帯、大誉地地区で１６世帯となってござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 簡易水道の経営戦略の、令和２年３月の

施設の状況というところに、計画給水人口

というのがあります。計画給水人口と戸数

というのは、どのような違いがありますで

しょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 先ほど申しましたのは戸数ですので、１

軒に２人だとか３人だとかという部分はカ

ウントしていないという状況になります。

給水人口は人ですので、１世帯１戸に３人

とかいると、その分が増えていくという形

にはなるのですが、そういった部分で、人

口で言いますと、螺湾地区では２４名、芽

登地区では６３名、上利別地区では２４

名、上足寄地区では８名、大誉地地区では

２５名、合計で１４４名というような形に

なってございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子
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君。 

○１０番（進藤晴子君） 給水人口は上水

道のほうはしばらくそれほど変わらないと

しても、簡易水道のほうは徐々に少なく

なっていくというのは分かっていること

で、次の広域化と重なってくるのですけれ

ども、要は簡易水道だけではなくて、足寄

町は上水道、簡易水道、あと営農用水、そ

して農家が牛などに水をあげるのに、個々

の人たちが組合をつくって、お水を管理さ

れている人たちもいらっしゃいます。これ

が全部網羅されているということですね。

その中で、どこも人数が少なくなってくる

と、いずれは簡易水道をなくすのか。事前

にお話を伺ったときは、なくすということ

はできないというようなお話を伺いまし

た。そうなると、どこかくっつくのかなと

いうふうには思うわけです、素人の私で

も。ですので、そういうことも含めてのこ

れから計画を立てていくのかどうかという

ことですね。管路の工事も漏水とか起きな

い限りは取りあえずやるつもりはないとい

うか、予定はない。人口が減ってくる。そ

の辺はいかがなのでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 統合についてですが、先ほどエリア的な

部分が近接していないために統合、他町と

の広域化という部分は、現在検討できてい

ませんというお話をさせていただきまし

た。 

 ただ、本町内においてはどうなのかとい

いますと、当然隣接している部分がござい

ます。営農用水だとか簡易水道が隣接して

いるところもございます。といった部分

で、足寄町におきましても、営農用水の水

を簡易水道のほうに供給するようにして、

簡易水道の廃止を１件した状況もございま

す。そういった部分もありますので、今後

そういった給水戸数、世帯人数が少なく

て、なおかつ近くに浄水施設が共有できる

ような状況があるということであれば、そ

ういったことも検討していくということは

必要かと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

私が今回質問するに当たってメインとし

た戦略ですね、１０年間の簡易と上水道と

両方に分かれている経営戦略なのですけれ

ども、後でまた質問しますが、今度一緒に

統合して公営企業の中に入ってくるという

ような話だったので、もしかしたらこの戦

略は一緒にまとめてなるのかなと思ったの

ですが、答弁では多分違う。簡易水道は簡

易水道、上水道は上水道で、これから先も

計画は同じように立てていくというふうに

考えてよろしいですか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 簡易水道を上水道企業会計と統合する方

向でという部分につきましては、本定例会

の行政報告の中でさせていただきました。

そういった部分で、検討を開始する、統合

に向けた検討を進めていくということです

ので、現在一つにするということはなかな

かまだできないという状況でございます。 

今後、今ある総合戦略、おのおの見直し

をかける状況になりますが、そこをやって

いく中で統合に向けて進めて、どこをこう

いうふうに統合していくというような形が

いいのかという部分を徐々に進めてまいる

というようなことでございますので、御理

解いただければと思っております。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。

私の早とちりでした。 

要は両方の計画を中間評価ということ

で、中間よりもちょっと長引いていますけ
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れども、中間に一回評価して、それぞれの

計画を立て、必要だったら統合するかもし

れない。統合する方向でいく。取りあえず

はまだ決定ではないということですか。決

定ですね。決定ですが、この戦略は上水道

と簡易は、両方二つとも今のところはまだ

残るということですね。分かりました。あ

りがとうございます。 

では、次に参ります。 

広域化と民間委託の状況です。広域化に

ついては今お話がありましたので、そうい

うふうに今後検討していくということです

が、本別町のほうにも足寄のほうから水道

をもらっているというか、本別町民のほう

にも行っているというお話は聞きました

が、これは何戸くらい本別町のほうにはお

水が行っているのでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 本別町のほうに水の供給をしている部分

につきましては、実は営農用水でございま

す。ですが、本別町のほうで供給をしてい

る戸数につきましては、直近で２７世帯と

なってございます。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 失礼しました。

分かりました。営農用水で２７戸ですね。 

ここで広域化ということで、全国ではい

ろいろとなっています。やっているところ

もあるし、できないところもあるし、広域

化、民営化については様々な御意見があっ

て、どちらかというと否定的な御意見のほ

うが多いかと思うのですが、まずは、足寄

は、現状はこういう状態ですけれども、広

域化できない理由といいますか、ひとつ押

さえておきたいと思いますので、なぜ広域

化できないか。町内の広域化ではなくて、

他町との広域化です。御説明いただきたい

と思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 まず、他町との広域化についてですけれ

ども、現在、北海道において水道広域連携

推進プランというものを立てておりまし

て、その中でいろいろな広域を進めていく

べきだというのが、国のほうの通知だとか

も踏まえてつくられている状況なのです

が、ソフト的なところが多くあります。そ

の中で、薬品の購入を一括化することがで

きないかだとか、水道施設の維持管理を一

元化してやることができないか等が盛り込

まれているのですが、薬品の購入について

は、そのまちで使用の数量にばらつきがあ

るだとか、当然、薬剤も一つだけではない

部分がございますので、そういったこと

で、現在、まだ広域で、一元で購入すると

いうスケールメリットが出るかというとこ

ろまではちょっと見いだせていないのかな

ということで、現状ではやっていないとい

うような状況でございます。 

水道の施設の維持管理につきましても、

本町は広い行政区域となっております。そ

の中でメーター検針等も行くということ

で、会社を一つにすることによって、それ

が他町と合わせて対応できる会社があるか

というところも押さえてはいない状況でご

ざいます。そういった部分で、今の段階で

は広域化が進んでいないというような状況

でございます。 

あと、ハードの部分につきましては、先

ほどお話をしましたように、距離がある部

分を接続する管路を新たに設けなければな

らないだとかということもございますし、

位置的な部分によっては、追加する施設だ

とかも設けなければならないというような

ところもございますので、そういったとこ

ろで実際に他町と検討をまだ進める状況に

はなっていないという状況で、広域化に

至っていないということでございます。 

以上でございます。 
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○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） ソフトとハード

の面から御説明いただきました。 

薬品にしても、足寄の場合は水自体が湧

水とか取っていて、とてもきれいな水でろ

過するだけで大丈夫だとか、あと、薬品も

少なくて済むとか、他町とは違った、優遇

された自然豊かな町でありますので、その

辺も違うし、維持管理に当たっては広大な

土地だから難しい。ハードの部分もありま

すが、うちは足寄町だけでいいよと思って

いるかもしれないのですけれども、他町、

本別や陸別のほうからそういうお誘いであ

るとか、そういうのは受けたことはないで

しょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 私も昨年の４月から現職を拝命しており

まして、その中では他町から広域化を進め

ようというようなお話をいただいた状況は

ございません。現在の中では、他町も近隣

の町村も、自分のところでまずは賄うとい

うことで行っていて、そこで、ある程度費

用が高騰しないだとか、そういった部分が

あれば現状を維持するというような方針で

いくのかなというふうに考えているところ

でございます。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。

まず足寄が広域化することは、今のところ

考えていないということですね。分かりま

した。ただ、町内の場合は今後どうなるか

は分からないということですね。 

あと、民間委託の状況についてです。民

間委託の状況がそれぞれあると思うのです

が、幾つの会社で、例えば維持管理をこの

会社でやっている、会社名はいいのですけ

れども、あと漏水チェックだとかそういう

のもやっている、いろいろ民間委託してい

る部分があると思うのですが、それを少し

説明いただいてよろしいでしょうか。 

要は施設の巡視であるとか、メーターの

検針業務、各戸の給水の開閉であるとか、

それぞれあるかと思うのですが、どのくら

いの民間の企業を使って、どういうような

ことをしてもらっているのかを教えてくだ

さい。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 施設の維持管理、メーター検針、水道の

開閉栓、全て１社にお任せしている状況で

ございます。 

あと、委託業者以外には直営で町職員が

行って、開閉栓の作業をするというような

状況もございます。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） まだ漏水チェッ

クがあります。漏水チェックはたしか札幌

かどこかの業者に頼んでいるのではないか

という話を聞いたのですが、それはいかが

でしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 大変申し訳ありません。漏水チェックに

ついては議員仰せのとおり、町外の業者に

委託をかけている状況でございます。 

ただ、先ほど私がお話ししました点につ

いては、恒常的な維持管理だとかそういっ

た部分をメインでしておりまして、スポッ

ト的な漏水チェックについてはお答えが漏

れていた部分がございましたので、大変申

し訳ございませんでした。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） ３６５日維持管

理をしているのは足寄町内の業者で、先ほ
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どのことをやってもらっている、１社で

やってもらっている。それと、漏水チェッ

クはスポットですね。ということは、漏水

チェックというのは定期的にやるものでは

なくて、先ほど言ったような何かおかしい

なというときに連絡して、町外から来て

チェックをする。時間的なロスというのは

ないですか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 漏水チェックにつきましては、議員がお

話になりましたように、町外業者ですの

で、漏水が見込まれるという部分に速やか

に対応できているかというと、時間的なタ

イムラグはあろうかと思います。ただ、ま

ずは漏水が疑わしいという部分につきまし

ては、最初から業者に委託をかけるという

ことではなく、まず職員のほうで漏水があ

るかどうかという部分はある程度絞ってい

くこともできるので、そういった部分で対

応して、特定がだんだん難しくなってくる

という部分については、専門の業者さんに

委託をするというような状況で対応してい

るところでございます。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ここで、１１時１

５分まで休憩といたします。 

午前１１時０１分 休憩 

午前１１時１５分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

 一般質問の続きをお願いいたします。 

 １０番進藤晴子君。 

○１０番（進藤晴子君）  先ほど漏水の

チェックのことでお伺いをしていたところ

ですが、要は足寄町の職員がどのように漏

水チェックに関わっているのか。あと、民

間の事業者がどのようなことを分け合って

やっているのかということを、もう一度簡

単で結構ですので、説明していただいてよ

ろしいでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 まず、上水道におきましては、有収率が

大体７０％を下回ることを目安に漏水調査

を開始する状況にはなってございますが、

そういった中で、それ以降の部分について

は簡易水道も同じですが、夜間最低流量、

配水量が増加した場合に漏水調査を実施す

るだとかということをしていきまして、本

当に一般住宅が水を使用することがない夜

間に、上流側、施設のほうから水を流して

いく元のほうから順々にバルブを閉める、

バルブを閉めて配水量の影響があるかどう

かを確認していくというようなことで、そ

こは町職員が対応していきます。地元の業

者にも手伝いをいただくという形にもなり

ます。 

そういった形で、どこが漏水が起こって

いる部分かという特定を、順次バルブの開

閉をしていきながら進めていくというよう

な形になります。それをしていって、その

後、ここの区間だなというのが分かった段

階で、今度は音を聞くなりして、水の使っ

ていない時間帯ですから大きな音がするだ

とか、そういった確認をして、漏水の場所

を特定していく。それでも、町の職員で特

定がなかなかできないというような状況に

なる場合については、先ほど答弁させてい

ただいた町外の業者に委託するなどして、

調査を開始する、特定をするということも

している状況でございます。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

ということは、漏水が実際４件から５件

ぐらいの件数で推移しているということ

は、うちの職員や町内の民間事業者が対応

できない部分は、町外の民間の業者に委託

するということで、その件数もかなり少な

いということですね、年間に。ということ
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は、それほどお金がかかっていないという

ことでよろしいですね。分かりました。 

では、４番目に行きます。維持管理費及

び更新費の現状と今後の財政見通しについ

てのことで、１番から３番をまとめて質問

させていただきます。 

町長の答弁の中に、維持管理費として令

和６年度の上水道事業会計における営業費

用が１億２,１６０万円、簡易水道について

は２,５８０万円とあります。この額なので

すけれども、この中で維持管理費、町内だ

けではないですね、維持管理として民間の

業者に渡しているお金は年間どのくらいに

なるのか教えてください。 

○議長（髙橋秀樹君） ここで暫時休憩い

たします。 

午前１１時２０分 休憩 

午前１１時２７分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

 建設課長の答弁より開始いたします。 

 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お時間いただ

きまして、大変申し訳ございませんでし

た。 

 委託料の金額でございますが、令和６年

度の実績でいきますと、上水道のほうで約

６８０万円、簡易水道で７８０万円という

形になっております。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 維持管理費の中

で委託料はさほど１,０００万円もいかない

ぐらいの６００万円から７００万円ぐらい

で推移しているということですね。分かり

ました。 

今後上がってくることは考えられますけ

れども、このくらいであれば大丈夫という

ふうに捉えてよろしいですか。 

そして、もう一つ、これから統合したり

いろいろなことをするときに使わなくなっ

てしまった施設ですね。喜登牛の簡易水道

が２０１９年に廃止になって、そのままに

なっておりますが、こちらのほうは何か維

持管理でかかっていらっしゃいますか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 こちらの施設については、今特段費用を

かけている状況ではございません。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 もし誰か農家でも入ってきたり、そうい

うときには、もしかしたらそれを使うこと

になるかもしれないということで残してい

るということでよろしいですか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 こちらの廃止した部分については、水源

というか、水の供給を違うところの施設か

ら持ってきてつなぎ替えをしているという

状況でございます。ここの施設について

は、利活用を計画しておりませんけれど

も、議員がおっしゃったとおり、そのまま

利活用をせず、後々利用をするという場合

については検討もできるようにというよう

な形で置いてはおりますが、実際今は使う

予定はございません。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 取りあえずその

ままということでよろしいですね。分かり

ました。 

案外委託費がそれほどかかっていないの

だなということは安心いたしました。その

分、そのほかの維持管理費に電気やいろい

ろなことがかかるというふうに捉えたほう

がよろしいですね。 

そして、水道料金です。町長の御答弁で
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は、今後維持管理やいろいろなことで上

がってくるだろうから料金は改定しなくて

はいけない。今のところ、検討材料という

ふうになっておりますが、料金が値上がっ

たのは平成２９年度です。これはどこのま

ちでもかなり４年、５年スパンでは上げて

いないですね。どこもやはり水の料金はな

るべく頑張って、命の水なので生存権にも

抵触するといけないですし、水の料金を上

げないでどこでも頑張っているのですが、

でも見方によっては、あまり１０年、１５

年ずっとそのままにすると、後世の人たち

に平準化という意味でやはり平等ではない

ということなので、もう少し短いスパンで

検討できないかというような専門家の御意

見も私は見ました。ですので、今後、戦略

とか、いろいろ計画とか考えていく中で検

討されたほうがよろしいかなと思います。 

そして、水道料金は前回も２０％上がっ

ていますので、やはりそのときも町民に対

しての説明であるとか会議を開いたことも

覚えております。ですので、丁寧な説明が

必要なのだろうなと感じております。 

そして、起債残高を聞きましたが、令和

７年度末の起債残高が１億９,７００万円。

これからどんどん増えるので、令和８年度

から１７年度、１０年間で約３億円必要だ

というような見込みということで御答弁い

ただきましたが、借入れだけ聞いておい

て、実際足寄町にはどのくらいお金が残っ

ているのというところを通告書で聞いてお

りませんでしたので、この部分、内部留保

という言葉が適しているかどうかは分かり

ませんが、毎年残っていく純利益プラスい

ろいろなものがありますが、どのくらいお

金が残っているのでしょうか、このくらい

の借金をするのに対して。御答弁いただけ

ますか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 内部留保資金の残高につきましてです

が、令和６年度末時点で３億４,９９２万

８,２３３円。細かいですね。約３億５,０

００万円の内部留保金を持っている状況で

ございます。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 上水道に関して

は、毎年決算のときに監査委員の方たちの

説明書とかも聞いておりますし、上水道に

関しては比較的良好というふうなお話も

伺っていましたが、簡易水道については、

なかなか毎年二千何百万円ぐらいの赤字を

出していて、一般会計のほうから入れてい

たというお話であります。 

今度一緒になって、町長の御答弁にも、

統合するに当たって企業会計で、資金面の

流動性の確保が得られるというような御答

弁がありました。これは一緒になって借り

入れるお金が借り入れやすくなるというふ

うに捉えたほうがよろしいですか。それと

も借入額を増やさなくても、現状で簡易水

道を取り込んでも一緒にやっていける。こ

のぐらいの借りている中でやっていけると

捉えたほうがよろしいのか。この資金面の

流動性の確保ですね、ここを少し説明して

ください。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 資金の流動性の確保という部分でござい

ますが、簡易水道は特別会計ですので、単

年度会計ということで余剰金を積み立てる

ということはございません。そういった中

で、不足分については一般会計からの繰入

金というふうになるのですが、上水道事業

会計につきましては企業会計ですので、そ

こで独立採算制をもって実施しているとい

う状況の中で、先ほど言いました、そう

いった純利益等が発生して内部留保金等の

積立てがいくわけですが、そういった資金

面も一体化的に活用を検討できるというよ
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うな流動性を持たせるという形で考えてい

るところでございます。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 要は赤字の簡易

水道を一緒にすることで、企業会計にする

ことでお金の透明性も得られて、信用もで

きて、そしてお金も少し借りやすくなると

いうことでしょうか。それとも、借りるお

金を増やさなくても、二つ合わせると、上

水道のほうが良好な経営であるので、今の

ところ何とかやっていけるのかなというと

ころなのでしょうか。そこだけ教えてくだ

さい。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 簡易水道の特別会計を廃止して企業会計

化するというのは、国のほうの指導等もご

ざいまして、本町もそういった方向にかじ

取りをするとしているわけでございます。 

そういった中で、理由としましては、資

金の流動化という部分もありましたが、内

部留保金の運用だとか、そういった部分も

ございますけれども、大きくは事務手続の

一元化ということがあって、システムだと

かそういった部分を一つにすることによっ

て、職員の業務量の負担軽減だとか、そう

いった部分の経費も節減できるだとかが図

られるということを考えているところでご

ざいます。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

要は業務の省力化、コスト削減、ここが

活きてきて少し赤字の部分が補塡されるの

ではないかというぐらいのことですね。分

かりました。ありがとうございます。 

そして、料金改定の必要性で今後検討さ

れるということですけれども、一つ気にか

かったことが、経営戦略の中で、要は料金

を町民から回収するというところで、未納

入の方に対して何らかの連絡を、アクショ

ンを起こして払ってもらうのに頑張って、

払ってもらって、それで長いこと入れてい

ない人は給水を停止している、頑張ってい

るよというような内容が書かれておりまし

た。給水停止をする人というのは何件くら

いいるのですか。しっかりとした件数でな

くても、多いとか少ないとか、そのくらい

でも結構です。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 そのとき、そのときの月で、料金を納め

ていただいていない方が変わるわけでござ

いますが、大体記憶の中では１０名程度い

らっしゃったかというふうに記憶してござ

います。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） １０名程度です

ね。分かりました。 

何でこれを聞いたかといいますと、先ほ

ど生存権という話を最初にしました。水道

法というのは生存権がベースになってでき

ている、これは皆さん承知のことなのです

けれども、停止するということは、何か月

ためたら停止する、そういう細かいことは

多分条例にあるにはあると思います。だか

ら、職員がそれを停止するのはやむを得な

いことだと私は思うのですが、ただ、町民

に対するアプローチの仕方ですよね。それ

をやはり丁寧にしていただかないと、命の

水を停止するということは、とても私は厳

しいというか、恐ろしいことだと思うので

すよね。その辺を踏まえた上での町民に対

するアプローチをしていただきたいと思い

ますが、よろしいでしょうか。どうでしょ

う。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 
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○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 議員のお話のとおり、生活するのには欠

かせない水でございますので、納入の期日

が守られていないからすぐ止めるというこ

とではなく、やはり督促だとか、そういっ

たこともかけさせていただいて、なおかつ

督促をしてもお返事がない場合について

は、こちらのほうからまた電話等の対応も

させていただき、料金の収納に努めている

状況でございます。ですので、滞納がある

からすぐ止めるというようなことはしてい

ないということで、御理解いただければと

思っております。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） そうですね。特

にこういう大きな町だけれども小さな町、

顔と顔が分かっている人であるからこそ、

その人の生活環境とかその辺も踏まえて対

応していただきたいなと、多分そうしてい

らっしゃると思うのですけれども、その辺

を確認させていただきました。 

次に参ります。 

５番目の職員の確保及び技術継承の体制

についてです。こちらのことに関しては、

今の技術職員はたしか４名ですか、何人い

らっしゃいますか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 上下水道室において、技術職員は２名と

なってございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君）  上下水道で２

名、すみません、素人なので分かりません

が、これは十分な人数なのでしょうか。ど

うなのでしょうか。いろいろな大きな工事

も控えております。２名で大丈夫でしょう

か。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 職員が２名で十分かといいますと、答弁

のほうでもお話しさせていただいておりま

す、最低限の職員の確保という形になって

ございます。当然、２名ですので、どちら

か体調不良であったりすると、１名で対応

しなければならないというふうな状況が出

てまいります。そういった部分で、技術職

の絶対的確保というのは、将来的にも課題

となろうかなとは思っておりますが、その

分、技術職だけではなく、職員全体が協力

し合いながら対応するというような形で、

上下水道室、停電等があった場合について

は、工務担当のほうでは３名の職員がいる

のですが、その３名だけでは対応できない

となりますと、室長をはじめ業務担当の職

員も出てきて協力するというようなことで

対応している状況でございますので、技術

職員が最低限の確保という現状のお話をさ

せていただいたというところでございま

す。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。

ぎりぎりというところですね。 

全国的に技術職は、これは世界的にで

す。別に上水道だけではなくて、そのほか

の技術職が足りないと、みんなどこでも

言っているので、足寄町が独自ですぐ引っ

張ってこられるかというと、そうではない

のも重々承知なのですが、ということは、

他町の役場と差別化を図りながら職員を集

めなくてはいけないのではないかというよ

うなことも考えざるを得ない状況になるの

ではないかなと思うのです。何を言ってい

るかというと、報酬を上げるということも

一つの手だし、あと、これは知りたいので

すが、全くの一般行政職として入職、採用
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した方を、あなたは水道、上下水道という

ふうに行かせるのか、それとも、それなり

の大学、そういう専門の知識をある程度

持った人を採用するのか、ここだけ確認さ

せてください。 

○議長（髙橋秀樹君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（佐々木康仁君） お答えいた

します。 

 今、議員仰せのとおり、技術職、特に土

木関係含めて、建築含めて技術職が取り合

いになっているというか、民間が今非常に

強いので、足寄町で募集をしてもなかなか

来ていただけない状況があります。 

事務職として採用して、技術職にといっ

た場合、それは職種転換になるのですけれ

ども、その場合については、本人の意向も

含めて十分協議をした上で、本人の了承を

いただいた上で変更するということはあり

得ると思います。ただ、基本的には、やは

り基本的なものを学んでいる人のほうが、

今必要なのは即戦力だったりすることもあ

りますので、そのような人方を、なるべく

募集をして応募していただけないかなと考

えております。状況によっては、年度途中

での採用だとかということも、今後も検討

していく必要があるのかなとは考えており

ます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 要は民間経験者

の採用ということですよね。来ていただけ

ると本当にうれしいのですけれども、なか

なか難しいだろうなと思います。 

そういうことで、町の報酬表というのを

久しぶりに私も拝見させてもらいました。

あれを見ると、どこにあるのだろう、技術

職はと見たときに、ないのですね。要は一

般行政職と医療ですか、医療についてはま

た分かれている。この辺は、もちろん大き

な市や水道局ではないので、分けなくては

いけないということではないのでしょうけ

れども、報酬を一般職と少し変えていくと

いうことであれば分ける必要があるのかな

と思いますし、報酬を技術職は少しアップ

するとかそういうことを考えたことがある

のかどうか。 

あと、現在各種手当はどのようになって

いるのか、危険手当や深夜対応とかいろい

ろあるかと思いますが、その辺のフォロー

はどうされているのか。すみません、１問

ではなく２問ですけれどもお願いします。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 まず、報酬の差別化という部分について

は、本町についてはしていない状況でござ

います。一般職で入職した段階で経験年数

だとか学歴だとか、そういったものを基に

初任給調整をさせていただいて、そこから

通常の一般職と同じように給与が改定され

ていくというような状況でございます。 

手当等についてですが、こちらについて

も、今、上水道部門については危険なとこ

ろというふうな判断の現場には行っていな

い状況がありますので、危険手当等につい

てはありませんし、深夜に作業した場合に

ついては、時間外手当という形で、午後１

０時から午前５時までの間については、深

夜の割増率が高くなりますけれども、それ

以外については、１００分の１２５が前提

の時間外勤務手当という形で手当を支給し

ているというような状況でございます。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 報酬アップは考

えたことがないということで、あと各種手

当の危険手当は危険なことをしていないか

ら、今は出さないということでよろしいで

しょうか。 

どんな内容の仕事をしているかですけれ

ども、何年か前、私が聞いた限りではバル

ブを開けたら飛んだとか、かなり危険なこ

とが、水道の技術者の方があったというふ
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うに伺っております。 

そこで、現状の仕事内容ですよね、要

は。報酬を上げる、上げないの前に、実

際、足寄町の技術職員がやるべきことは何

なのか。民間に渡すのではなく、これだけ

は足寄町の職員がやらなくてはいけない、

それが何なのかが分かれば、それほど一般

行政職と変わらないということであれば、

報酬は一緒でいいのかなと思いますし、

もっと危険もあるし、技術的なことも非常

に求められるし、スキルが要るよというこ

とであれば、やはりそこは考えていかなく

てはいけないのかなと思うのですけれど

も、どちらでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 過去にバルブが飛んだというお話を聞い

たという話ですが、私はそういったお話を

聞き及んでいないのですが、実際、町の職

員として、上下水道の技術職員としてやら

なければならない部分については、水の安

定供給のための管路の敷設、それの維持管

理の技術的な指導だとかということが主な

部分になると思います。当然、管路を敷設

するためには工事設計書で、配管の技術的

なつなぎ方だとか、そういった部分も

チェックをしなければならないということ

がございますし、図面だとか描くのは委託

に出すにしても、それの方向性、指示をす

るのは、当町の職員がしなければならない

状況がございますので、そういったところ

の指示、指導並びに出来上がった後の管理

をしていくための整備、それと、通常の水

を供給するための施設の維持管理に対する

技術的な指導という部分も当町の職員が果

たすべき仕事だと考えております。そう

いった部分でいきますと、かなり多岐にわ

たるとは認識しているところでございま

す。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 報酬を上げる、

上げないは、これはもう町長のあれなの

で、私が上げろということではないのです

が、そのような手当や、入職したときの報

酬をほかの一般職よりも少し上げていると

ころもやはりありますので、本当に人がも

うこれ以上、今いらっしゃる２人のうちど

ちらか１人がいなくなってしまうとか、ど

こかに引っ張られたとかいうことになって

くると、水道だけではないですが、早々に

考えていかなくてはいけないことなのかな

と思って質問させてもらいました。 

この辺については、町長、いかがでしょ

うか。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 現段階では給与を

どうするというようなことは考えておりま

せんけれども、今、建設課長のほうからも

いろいろ話がありましたけれども、とりわ

け水道だとか、やはり人、それから営農用

水だとかもありますから、家畜だとかそう

いったところだとか、やはり水がないと大

変だよというような仕事でありますから、

例えば今までいろいろな話を聞いています

けれども、バルブが飛んだというのは聞い

たことはないのですけれども、夜中にも警

報が入って、計装装置だとかそういったと

ころに異常が出て、それぞれ携帯だとかに

も連絡が入るようになっているものですか

ら、先ほど申し上げましたように、３６５

日２４時間、そういうようなことがいつ

入ってくるか分からないという状況で、夜

中にもそういうことが入ってきて、入って

きたらやはり出てきて、現場を見に行っ

て、水が出ていないということになると、

水がどこで止まったのかというようなとこ

ろも調べなければならないということで、

それぞれ夜中であっても職員が出てきて、

最初の対応というのはするという状況で

す。それで、職員だけではなかなか分から

ないということになると、地元の業者など
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にも協力をお願いして、一緒に探したりだ

とかというようなことで、本当にそういっ

た意味では２４時間、気を張っていなけれ

ば、非常に毎日毎日緊張が続くような、そ

ういったような状況もあると聞いておりま

して、朝になってやっと水の故障している

ところが見つかって、やっと水が出るよう

になりましたということを、次の日の朝、

僕たちがゆっくりと出てきてから報告を受

けたりだとかというようなことなどもあっ

たりとか、そういうことは年に何回かある

という状況でありますので、非常に大変な

仕事なのかなと思っております。 

ただ、ほかのところも防災担当だとか、

結局役場の職員は比較的２４時間何があっ

て、どんな連絡が来るかは分からないとい

う部分も結構あるというのは、どこの職場

でもあることではあります。ただ、実際に

出ていって作業もして、泥だらけになって

朝帰ってくるだとかという姿を見ている

と、本当に大変だなと思っているところで

ありまして、そういった意味では、それに

応じた報酬だとか、そういったものも本当

は必要なのかもしれませんが、今、一般事

務職と技術職と、みんな同じ給料表を使い

ながらやっているという状況が、足寄町役

場だけではなくて、ほかのところもみんな

同じでやっているというようなこともあっ

て、そこの部分だけを見直すだとかという

ようなところは、今のところはないのかな

と考えています。 

そういう大変な職場ですから、ほかの役

場の職員、みんなそれぞれいろいろな大変

な部分はあるのですけれども、そういった

部分を抱えながら仕事をやっていますの

で、なるべく必要な人員をきちんと配置で

きるようなということで考えておりますけ

れども、なかなか今の人手不足だとかとい

うような状況の中では、十分に配置ができ

るような人を採用できていないというのは

実態としてはあるかなと思っています。で

きる限り、住民の人たちのサービス向上と

いった部分では、今までの停滞しないよう

な形で職員が採用できればと思っておりま

すし、職員の待遇改善だとか、そういった

ところはなかなか今すぐにどうのこうのと

いうことはありませんけれども、そういう

ことも状況に応じては、何か考えなければ

ならない部分も出てくるかなとは思ってい

るところであります。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ここで、昼食のた

め、午後１時まで休憩といたします。 

午前１１時５５分 休憩 

午後 １時００分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

 １０番進藤晴子君の再質問から始めま

す。 

 １０番進藤晴子君。 

○１０番（進藤晴子君） 引き続き、再質

問させていただきます。 

５番目の職員の確保ということで、詳し

くお話を伺ってまいりました。技術の継承

については、町長のほうからノウハウの継

承を行うためとありますが、このノウハウ

の継承を日頃どのような形で行っている

か、簡単で結構ですので、教えてくださ

い。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 技術の継承ということで、ノウハウの継

承につきましては、やはり現場の状況だと

か構造だとか、そういったものを把握しな

ければならないという部分で、先輩職員、

経験の長い職員が新しく配属された職員を

連れて作業に当たるという部分が基本原則

になろうかと思っております。 

また、そのほか、必要に応じ研修等にも

参加できるようにして、技術力の向上にも

努めていくということをしている状況でご

ざいます。 

以上でございます。 
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○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） そこでもう一つ

だけ、そのチェックというのは、日頃一緒

に活動しながら、やりながら教えているわ

けだと思うのですけれども、できるように

なったか、ならないかという評価はされて

いますか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 できるようになったかどうかという

チェックについては厳密にはしておりませ

んけれども、やはり一人で対応せざるを得

ない場合があります。大きな災害だとか出

てきたりする場合、大きな災害でなくても

停電等が広範囲に発生した場合について

は、その対応を方面ごとに対応しなければ

なりません。そういったときには、班体制

を複数班体制にするといった部分でいきま

すと、技術職員が２名しかいないわけです

から、技術的な部分を対応しながらという

ことになると、複数班になると２人が分か

れるという形になります。そういった分か

れた段階でも対応ができるような形にして

いく。そして、それができなかった場合に

ついては、何ができなかったかということ

をもう一度確認するというような形で、電

話等の連絡ツールも使いますけれども、そ

ういった形で対応していくというような形

になってございます。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

ただ技術のことは、ある程度たったとき

に、１年、２年、３年たったときに段階を

経てチェックをしていくというのが、技術

者としては適当ではないかと。いろいろな

技術者がいますが、私は看護だったのです

が、看護師もそうです。ある程度のところ

でチェックしながら、ここまではできたと

いうことを常にやりながら成長していくも

のだと思いますので、どうぞ取り入れて

いっていただければと思います。 

次に参ります。 

６番目の災害時の応急給水体制の整備状

況についてです。 

こちらは、１２日に災害のことで細川議

員のほうから質問等がたくさんありまし

た。その中で総務課長が答えられていたの

で、この中に書いてある６トンの水は、１

日３リットルを必要とすると２,０００人、

プラスこれから次年度に１０トンを消防の

ほうで買う予定だと、通ればですが、そう

いう話を聞いていますので、それを私の頭

で計算すると、１日５,３００人のお水を賄

えると考えると、２日でその半分、３日で

考えると、ある程度のところはこれでクリ

アできるのかなと。全部が一斉に水が止ま

るということはあり得ないので。ですの

で、再質問はいたしません。 

また、再質問するとなると、想定という

ことになるので、内陸の巨大地震が起こっ

たときの想定がどのようになるかというこ

とがまずは決まってこないと、なかなかこ

れは検討しても仕方がないことなので、そ

の結果をぜひお待ちしたいと思いますの

で、次に参ります。 

７番目の今後の水道事業の在り方につい

てです。上水道と簡易水道の統合・企業会

計移行の効果、それと将来を見据えた持続

可能な水道運営の方針に関しましては、今

までの説明の中で十分事足りると思います

ので、再質問はありません。 

一つだけ、水道ＤＸ、計装装置であると

か、スマートフォンであるとか、先ほど話

の中に出てまいりました。それは分かりま

した。 

一つ、水道メーターです。今、各個人に

ついている水道メーターは、法律で、８年

間で絶対替えなくてはいけない。それもい

ろいろあるかと思うのですが、替えなくて

はいけない。それで、水道スマートメー



 ― 24 ― 

ターというのがあると伺っています。これ

は、確かに価格は４倍から５倍とかいろい

ろあるのですけれども、備え付けるだけ

で、電気のメーターと一緒ですね。全部逐

一データが入ってきて、漏水もすぐ分かる

と。２か月待たなくてもいい。ということ

を考えると、今後やはり少しずつ検討され

ていってもよいのかなと思いました。そこ

だけお伺いします。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 今、議員のお話にありましたスマート

メーターについてですが、スマートメー

ターを導入してもメーター器自体の耐用年

数については、実際には変わらないという

状況で、８年であれば８年という形になり

ます。 

スマートメーターを導入することによっ

て得られる効果という部分については、先

ほどお話のありましたメーター検針が不要

になってくるというようなところが大きな

メリットになるかと思います。ですので、

メーター検針業務の人材が確保できなかっ

た場合については、大きなツールになろう

かと考えているところでございます。 

現在、足寄町におきましては、その部分

もどうするかというのは、若干、話の中に

は出てはきていますが、実際導入をするか

どうかという具現化した検討まではまだ

至っていない状況です。 

今後、メーター検針だとか、そういった

部分の人材が確保できないだとか、タイム

ラグをなくすだとか、あと、導入するに際

して、スマートメーターと本体のメーター

の更新時期の違いだとか、そういった不整

合的な部分の整合性を取るというようなと

ころもできるような状況が見えてきた段階

で、本格的に導入の検討をするようになっ

ていくかなと考えているところでございま

す。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

民間業者も委託をかけているわけなの

で、その辺のバランスを見ながら、今後検

討されていったほうがよいかなと思います

ので、お願いいたします。 

一応、再質問はここまでなのですが、な

ぜ難しい問題をど素人の私が今回扱ったか

といいますと、私も水道は蛇口を開ければ

飲めるもので、いつまでもそう思っており

ました。１５年前の東日本大震災のとき

に、東日本大震災が３月１１日、終わって

１週間たったときに、娘の引っ越しでどう

しても東京に行かなくてはいけない、１週

間滞在しなくてはいけないというときに、

まだ８か月の子をおぶって行きました。

行って、どうってことないと思ったら水が

飲めない。飲めないわけではないのです

よ。あのときに、汚染されているとか、い

ろいろな情報が飛び交っていまして、大人

は何とか煮沸して飲めるけれども、子供の

ミルク用の水がない。都内を回ってもどこ

も１本もないのです。そのときに、普通で

はないのだ、汚染されることもあるのだ、

災害ってこういうものなのだなと、私は思

いました。たまたまそのときに、母の墓地

に行ったときに、墓地の中に一つある自販

機に水が売っていました。それで、事なき

を得たわけなのですけれども、実際は飲め

ないことはなくて飲めたのですけれども、

そのときはそういうような情報が飛び交っ

ていたので、なんて水ってありがたいのだ

ろうなと、そのときに初めて考えました。

足寄はどうなのだろうと思ったときに、こ

この出身ではないので、全然知らなかった

のですね。それも議員としてどうかなと

思って、今回質問させていただいたとこ

ろ、やはり湧水、湧き水、本当に水もおい

しいし、この自然豊かな足寄町は本当に恵

まれているなというところを、町民は本当

に分かっているのだろうか。水道のことを
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私は知り合いに尋ねてみても、全然興味を

示さない。いつもあるものだから。それっ

ていいのかなと。こんな御時世、何が起こ

るか分からない。ミサイルが飛んでくるか

もしれない。災害が起きるかもしれない。

そういうときに、やはり私は、町民は今あ

るものを大切に維持して、次世代につない

でいくために、今あるものを大切に、まず

は足寄町を知ろうよという思いで、今回こ

の一般質問をさせていただきました。 

その中で一番重要になるのが、やはり子

供たちです。私たちは、自分が小学校のと

きに、自分の地域、自分の町に関してまず

教えてもらって、それから県に行き、全国

に行き、世界に行き、そういう感じでした

けれども、残っているのは小学校で教えて

もらった町の話だけです。そこから先は全

然覚えていないのですが、教育はもう格段

に変わってきております。この辺の小学

校、中学校、高校ですね、我が町を知る、

この教育というのはどのようにつないで

いっているのかどうかを教育委員会にお伺

いします。 

○議長（髙橋秀樹君） 教育次長、答弁。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

小中学校の学びの状況ということですけ

れども、小学生におきましては、生活や社

会等の教科の中で体験学習等ございます

が、町内の施設見学を行っております。 

今回御質問がありました下水道処理場や

上水道を含めまして、商店、工場、農場な

どを見学、体験して、町内の学びを深めて

いるという状況でございます。 

中学校におきましては、小学校のときに

施設見学を実施しておりますので、教科、

地理の中で地域の特色だとか地図記号だと

か、そういった座学を中心の学びとなって

おります。 

ただそれ以外でも、総合学習などで、例

えば１年生であれば事業所の訪問だとか、

２年生であれば職場体験だとか、そういう

中で地域の特色と地域の施設について学び

を深めているというところでございます。 

高校につきましては、状況については把

握しておりませんので、御勘弁願いたいと

思います。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

いろいろなところでいろいろな上水道を

見に行ったり、水ってどこから来てどこに

帰るのだろうとか、いろいろなところで自

分の地域の特色を踏まえて学校はやってお

られるみたいです。 

足寄町の特色はといいますと、やはりこ

の広大な土地と一次産業である農家、今日

は上水道と簡易水道だけになりましたが、

先ほども言いましたように営農用水である

とか、人間が飲むよりも牛たちが飲む水の

方が多いのではないかと、そういうところ

もあります。それが私は特色だと思うので

す。ぜひそういうところも、足寄町の特色

を子供たちに教えていただいて、足寄町を

よりよく知っていただいて、子供たちに足

寄町を好きになっていただけるように、そ

して願わくは一回出てもまた戻ってくる、

そういう温かい町にしていただきたいなと

思います。 

この命の水、私たちの水に関しまして

は、やはり行政が仕切って、行政がやって

おりますけれども、それを私たち議員も

しっかりと見て、行政と議会、そして町民

です。水道料金が上がるときだけではなく

て、常日頃からそこら辺の検討、話し合い

というのを少しずつでもいいから進めてい

くべきではないかなと、今回一般質問をす

るに当たって私は思いました。 

その辺も全部ひっくるめて、町長に最後

にお言葉をいただいて、私の一般質問を終

わりたいと思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） ２年前に能登半島
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の大きな地震があって、あのときも水道が

かなりダメージを受けて、本当に末端まで

水が届くというのはかなりの時間がかかっ

て復旧したというようなことがございまし

た。 

やはり生きていく上では必ず水が必要で

すし、その上で水道という施設は重要なイ

ンフラだと考えております。大きな災害が

あったときに本当に水が届かなくなる、そ

うするとそこで生活ができなくなるという

ような状況も生まれてくるというようなこ

とにもなるのかなと考えております。 

そういった意味で、本当に今いろいろと

お話がございましたけれども、一番大事な

ところは、やはり水がなくては生きていけ

ないし、水道がきちんと動かなければ、機

能しなければ、自分たちが生活していると

ころで水が使えないということになるわけ

で、そこのところをやはりきちんと町とし

て維持していかなければならないというと

ころだと思っております。 

施設にも非常に多くのお金もかかります

し、そういった意味では、決して水もただ

で、ただではないですけれども、水道料金

いただいておりますけれども、本当に湧き

水と湧水とはいえ、非常にお金をかけて皆

さんのお宅に届けているというような形に

なっていますので、そういった部分の経費

も含めてあって、水がきちんと届くという

ことになるわけなのです。 

企業会計になりますから、公共性もあり

ながら、企業としての経済性も考えなけれ

ばならないといったところで、本当に何年

かに一度は料金の改定だとか、そういった

こともお願いしなければならないというよ

うな状況にもなるのかなと思っています。 

これから人口が減少してきて、その中で

きちんと水を届けていく、そういった部分

では、費用的には一人一人の負担というの

はちょっと重くなるかもしれないなと考え

ておりますけれども、いずれにしても水が

なければ生活できないわけですから、そこ

の部分をしっかりと抑えながら、なるべく

必要なものは安くできるような、安く水を

安定的に供給できるような、そういったこ

とを考えていかなければならないのかなと

思っているところであります。 

そういうことをいろいろ考えながら、今

後、お話ありましたように、持続可能な水

道事業というのを継続していかなければな

らないと思っているところであります。 

答えになったのかどうか分かりませんけ

れども、いろいろな町でやっているサービ

スはみんなそうでありますけれども、やは

り持続可能なといったところが非常にこれ

からは大事になってくるのかなと思ってお

ります。そういうことを気に留めながら、

しっかりと町民の皆さんへの住民サービス

はなるべく質が低下しないように進めてい

きたいなと考えているところであります。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、１０番

進藤晴子君の一般質問を終了いたします。 

 以上で、一般質問を終わります。 

 

◎ 議案第１９号から議案第２６号まで 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第２ 議案第

１９号令和７年度足寄町一般会計補正予算

（第１３号）から日程第９ 議案第２６号

令和７年度足寄町国民健康保険病院事業会

計補正予算（第８号）までの８件を一括議

題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） ただいま議題とな

りました、議案第１９号令和７年度足寄町

一般会計補正予算（第１３号）から議案第

２６号令和７年度足寄町国民健康保険病院

事業会計補正予算（第８号）まで、一括提

案理由を御説明申し上げます。 

 補正予算書１ページをお願いいたしま

す。 

 議案第１９号令和７年度足寄町一般会計



 ― 27 ― 

補正予算（第１３号）について、御説明申

し上げます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ４億６,８０３万１,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１

１１億２,７５９万９,０００円とするもの

でございます。 

 歳出の主なものから御説明申し上げま

す。 

 １７ページをお願いいたします。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、第１

目一般管理費、第４節共済費におきまし

て、会計年度任用職員等共済組合負担金、

会計年度任用職員等社会保険料など、合わ

せまして３,０５４万８,０００円を減額い

たしました。 

 １８ページをお願いいたします。 

 第２目基金積立金、第２４節積立金にお

きまして、減債基金積立金など合わせて１,

５７９万９,０００円を計上いたしました。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 第１４目企画振興費、第１８節負担金、

補助及び交付金におきまして、住環境・店

舗等整備補助金を１,０００万円減額し、地

域間幹線系統路線維持費補助金といたしま

して３,８５１万円を計上いたしました。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 第１５目行政情報管理費、第１２節委託

料におきまして、総合行政システム等標準

化対応業務など合わせて１,６７３万５,０

００円を減額いたしました。 

 第１３節使用料及び賃借料におきまし

て、ガバメントクラウド使用料など、合わ

せて９３６万８,０００円を減額いたしまし

た。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 第２項徴税費、第１目税務総務費、第１

８節負担金、補助及び交付金におきまし

て、定額減税補足給付金（不足額給付）に

つきまして５５４万円を減額いたしまし

た。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 第３款民生費、第１項社会福祉費、第１

目社会福祉総務費、第１９節扶助費におき

まして、障害者自立支援給付費など、合わ

せて２,０７１万６,０００円を減額いたし

ました。 

２９ページをお願いいたします。 

第２項老人福祉費、第３目介護保険助成

費、第２７節繰出金におきまして、介護保

険特別会計繰出金を１,１３９万３,０００

円減額いたしました。 

 ３０ページをお願いいたします。 

 第４目介護サービス事業助成費、第２７

節繰出金におきまして、介護サービス事業

特別会計繰出金を過疎債分と合わせて６,０

７３万８,０００円減額いたしました。 

３６ページをお願いいたします。 

第４款衛生費、第１項保健衛生費、第２

目予防費、第１２節委託料におきまして、

健康診査業務など、合わせて１,０７９万

６,０００円を減額いたしました。 

３８ページをお願いいたします。 

 第４項病院費、第１目病院費、第１８節

負担金、補助及び交付金におきまして、不

採算地区病院運営経費負担金といたしまし

て１,２３７万４,０００円を計上いたしま

した。 

 ４０ページをお願いいたします。 

 第６款農林水産業費、第１項農業費、第

４目畜産草地費、第２０節貸付金におきま

して、畜産振興資金貸付金を４,９４１万

９,０００円減額いたしました。 

 第５目農地費、第１８節負担金、補助及

び交付金におきまして、道営足寄地区草地

畜産基盤整備（草地整備型）事業負担金な

ど、合わせて１,４５２万７,０００円を減

額いたしました。 

 ４３ページをお願いいたします。 

 第２項林業費、第１目林業振興費、第１

８節負担金、補助及び交付金におきまし

て、木質バイオマス推進事業補助金など、

合わせて２,０５５万９,０００円を減額い

たしました。 
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 ４６ページをお願いいたします。 

 第８款土木費、第２項道路橋梁費、第２

目道路管理費、第１０節需用費におきまし

て、光熱水費といたしまして１,０２９万

８,０００円を減額いたしました。 

 ４７ページをお願いいたします。 

第４目道路新設改良費、第１４節工事請

負費におきまして、南５丁目仲通整備工事

など、合わせて１,８４４万５,０００円を

減額いたしました。 

４８ページをお願いいたします。 

 第４項都市計画費、第４目公園事業費、

第１４節工事請負費におきまして、公園等

遊具・公園施設修繕工事など、合わせて７

４４万６,０００円を減額いたしました。 

４９ページをお願いいたします。 

第５項住宅費、第１目住宅管理費、第１

４節工事請負費におきまして、栄団地公営

住宅屋根・外壁塗装工事など、合わせて８

１３万９,０００円を減額いたしました。 

 ５０ページをお願いいたします。 

 第９款消防費、第１項消防費、第１目消

防費、第１８節負担金、補助及び交付金に

おきまして、とかち広域消防事務組合消防

負担金につきまして５６８万円を計上いた

しました。 

５１ページをお願いいたします。 

第１０款教育費、第１項教育総務費、第

２目事務局費、第１８節負担金、補助及び

交付金におきまして、足寄高等学校通学費

等補助金など、合わせて４５９万２,０００

円を減額いたしました。 

５７ページをお願いいたします。 

第５項保健体育費、第３目温水プール運

営費、第１０節需用費におきまして、燃料

費、光熱水費合わせて６４９万７,０００円

を減額いたしました。 

 以上で歳出を終わり、次に歳入の主なも

のについて御説明申し上げます。 

 ７ページへお戻りください。 

 第１款町税におきまして、法人町民税の

現年課税分といたしまして６１０万７,００

０円を減額いたしました。 

 ８ページをお願いいたします。 

 第１１款地方交付税におきまして、普通

地方交付税といたしまして１億２,４６９万

２,０００円を計上いたしました。 

 第１３款分担金及び負担金、第１項分担

金におきまして、道営足寄地区草地畜産基

盤整備（草地整備型）事業受益者分担金と

いたしまして５５７万４,０００円を計上い

たしました。 

 １０ページをお願いいたします。 

 第１５款国庫支出金、第１項国庫負担

金、第１目民生費国庫負担金、第１節社会

福祉費国庫負担金におきまして、障害者自

立支援給付費国庫負担金といたしまして１,

５１４万１,０００円を計上いたしました。 

第３節児童福祉費国庫負担金におきまし

て、児童手当国庫負担金を１,４８０万３,

０００円減額いたしました。 

１２ページをお願いいたします。 

 第１６款道支出金、第２項道補助金、第

４目農林水産業費道補助金、第１節農業費

道補助金におきまして、次世代農業促進生

産基盤整備特別対策事業道補助金を４４９

万２,０００円減額いたしました。 

１４ページをお願いいたします。 

 第１９款繰入金、第２項基金繰入金にお

きまして、財政調整基金繰入金を４億３,７

２７万２,０００円、公共施設建設等基金繰

入金を４,５２０万円など、五つの基金繰入

金を減額し、ふるさと銀河線跡地活用等振

興基金繰入金といたしまして３,７９９万

３,０００円を計上いたしました。 

 第２１款諸収入、第５項雑入、第１目納

付金、第１節会計年度任用職員健康保険料

等納付金（一般管理）におきまして１,２３

７万９,０００円を減額いたしました。 

 １６ページをお願いいたします。 

 第２２款町債、第１項町債におきまし

て、第２目辺地対策事業債を２,９３０万円

減額いたしました。 

 第３目過疎対策事業債を２,７４０万円減
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額いたしました。 

４ページへお戻りください。 

 第２表、繰越明許費補正、追加３件をお

願いいたしました。 

 第３表、地方債補正、変更５件をお願い

いたしました。 

 以上で、令和７年度足寄町一般会計補正

予算（第１３号）についての説明を終わり

ます。 

 次に、特別会計について御説明申し上げ

ます。 

 ６０ページをお願いいたします。 

 議案第２０号令和７年度足寄町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて、御説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３１７万４,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８億３,１８０

万５,０００円とするものでございます。 

 歳出の主なものから申し上げます。 

 ６８ページをお願いいたします。 

 第５款諸支出金、第２項繰出金におきま

して、国民健康保険病院事業会計繰出金と

いたしまして３６６万６,０００円を計上い

たしました。 

 次に、歳入について申し上げます。 

 ６３ページへお戻りください。 

 第２款道支出金におきまして、特別調整

交付金分（市町村分）といたしまして７３

７万８,０００円を計上いたしました。 

 次に、６９ページをお願いいたします。 

 議案第２１号令和７年度足寄町簡易水道

特別会計補正予算（第３号）について、御

説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ３３８万円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ４,７３９万４,００

０円とするものでございます。 

 歳入歳出予算の内容につきましては、事

業執行による減額が主なものでございます

ので、説明は省略させていただきます。 

 次に、７４ページをお願いいたします。 

 議案第２２号令和７年度足寄町介護保険

特別会計補正予算（第５号）について、御

説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ８,８７５万３,０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億１,

７５１万９,０００円とするものでございま

す。 

 歳出の主なものから申し上げます。 

８２ページをお願いいたします。 

第２款保険給付費、第１項介護サービス

等諸費、第１目介護サービス給付費におき

まして、施設介護サービス給付費を８,７５

０万１,０００円減額いたしました。 

次に、歳入について申し上げます。 

７８ページへお戻りください。 

第３款国庫支出金、第２項国庫補助金、

第１目調整交付金におきまして１,８２５万

４,０００円を減額いたしました。 

第４款支払基金交付金、第１項支払基金

交付金、第１目介護給付費交付金におきま

して、現年度分といたしまして３,９２０万

６,０００円を減額いたしました。 

第５款道支出金、第１項道負担金、第１

目介護給付費道負担金におきまして、現年

度分といたしまして２,８１３万円を減額い

たしました。 

７９ページをお願いいたします。 

第６款繰入金、第１項他会計繰入金、第

１目一般会計繰入金、第１節介護給付費繰

入金におきまして１,０９３万７,０００円

を減額いたしました。 

次に、８７ページをお願いいたします。 

 議案第２３号令和７年度足寄町介護サー

ビス事業特別会計補正予算（第７号）につ

いて、御説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ９,８９６万４,０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２０億

４,９１６万４,０００円とするものでござ

います。 

 歳出の主なものから申し上げます。 
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９５ページをお願いいたします。 

第２款介護サービス事業費、第２項介護

サービス施設建設費、第１７節備品購入費

におきまして、初度備品につきまして５,８

３４万３,０００円を減額いたしました。 

次に、歳入について申し上げます。 

９２ページへお戻りください。 

第４款繰入金におきまして、一般会計繰

入金を６,０７３万８,０００円減額いたし

ました。 

８８ページへお戻りください。 

第２表、地方債補正、変更１件をお願い

いたしました。 

次に、９６ページをお願いいたします。 

 議案第２４号令和７年度足寄町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第３号）につい

て、御説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１３７万７,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１億５,９２６

万９,０００円とするものでございます。 

 歳入歳出予算の内容につきましては、特

に説明すべき事項がございませんので、説

明は省略させていただきます。 

 次に、１０１ページをお願いいたしま

す。 

 議案第２５号令和７年度足寄町資源ごみ

処理等事業特別会計補正予算（第６号）に

ついて、御説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１８７万円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ９,９６７万５,００

０円とするものでございます。 

 歳入歳出予算の内容につきましては、事

業執行による減額が主なものでございます

ので、説明は省略させていただきます。 

 １０７ページをお願いいたします。 

 議案第２６号令和７年度足寄町国民健康

保険病院事業会計補正予算（第８号）につ

いて、御説明申し上げます。 

 収益的収入及び支出の予定額から収入支

出それぞれ７,４７２万円を減額し、収益的

収入及び支出の予定額を収入支出それぞれ

１２億４,９７９万８,０００円とするもの

でございます。 

 １０９ページをお願いいたします。 

支出について御説明いたします。 

第１款病院事業費用、第１項医業費用、

第１目給与費におきまして、会計年度任用

職員報酬といたしまして３,０５４万４,０

００円を減額いたしました。 

次に、収入について御説明申し上げま

す。 

第１款病院事業収益、第１項医業収益、

第１目入院収益におきまして５,４７６万

２,０００円を減額し、第２目外来収益にお

きましても５,２６１万９,０００円を減額

しています。 

第２項医業外収益、第２目負担金交付

金、他会計負担金におきまして、不採算地

区病院運営経費に対する一般会計負担金と

いたしまして１,２３７万４,０００円を計

上いたしました。 

第３目補助金、国庫補助金におきまし

て、医療機関等における賃上げ・物価上昇

に対する支援事業給付金といたしまして１,

６７０万円を計上いたしました。 

１０７ページにお戻りください。 

次に、資本的収入について御説明いたし

ます。 

資本的収入の予定額から収入１８１万１,

０００円を減額し、資本的収入の予定額を

８,６７５万１,０００円とするものでござ

います。 

 なお、資本的収入につきましては、特に

説明すべき事項がございませんので、説明

は省略させていただきます。 

次に、第４条におきまして、企業債補

正、変更１件をお願いいたしました。 

 次に、第５条におきまして、予算第８条

に定めた議会の議決を経なければ流用でき

ない経費につきまして、職員給与費といた

しまして５,８６０万円減額し、８億２,０

０８万９,０００円とするものでございま
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す。 

 以上、議案第１９号令和７年度足寄町一

般会計補正予算（第１３号）から、議案第

２６号令和７年度足寄町国民健康保険病院

事業会計補正予算（第８号）までの提案理

由の説明とさせていただきます。 

 次に、令和７年度予算の専決処分につい

てのお願いでございます。 

 令和７年度の収支につきましては、おお

むね見通せる状況でありますが、地方譲与

税、特別交付税など、収入の一部について

未確定の項目がございます。 

 これらの収入はいずれも３月下旬にかけ

て額が確定するため、今回議決をお願いし

ております予算決定後において増減が予想

されます。このことから、これらの収入の

状況により予算の専決処分の措置を講じさ

せていただきたいと考えておりますので、

あらかじめ御了承くださいますようお願い

申し上げます。 

 以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 これから、議案第１９号令和７年度足寄

町一般会計補正予算（第１３号）の件の質

疑を行います。 

 １７ページをお開きください。 

 歳出から始めます。 

 款で進めます。 

 第１款議会費、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） １７ページから２

７ページ、第２款総務費、質疑はございま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ２７ページから３

５ページ、第３款民生費、質疑はございま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ３５ページから３

８ページ、第４款衛生費、質疑はございま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君）  同じく３８ペー

ジ、第５款労働費、質疑はございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ３８ページから４

３ページ、第６款農林水産業費、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ４４ページから４

５ページ、第７款商工費、質疑はございま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ４５ページから４

９ページ、第８款土木費、質疑はございま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ４９ページから５

０ページ、第９款消防費、質疑はございま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ５０ページから５

９ページ、第１０款教育費、質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君）  同じく５９ペー

ジ、第１２款公債費、質疑はございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 第１３款職員費、

質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 歳出総括ございま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ７ページにお戻り

ください。 

 歳入に入ります。 

 款で進めます。 

 第１款町税、質疑はございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 第３款利子割交付

金、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 第４款配当割交付

金、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 第６款法人事業税

交付金、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ８ページ、第７款

地方消費税交付金、質疑はございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 第９款国有提供施

設等所在市町村助成交付金、質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 第１１款地方交付

税、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君）  ８ページから９

ページ、第１３款分担金及び負担金、質疑

はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ９ページから１０

ページ、第１４款使用料及び手数料、質疑

はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） １０ページから１

１ページ、第１５款国庫支出金、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） １１ページから１

３ページ、第１６款道支出金、質疑はござ

いませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君）  同じく１３ペー

ジ、第１７款財産収入、質疑はございませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 第１８款寄附金、

質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） １４ページ、第１

９款繰入金、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） １４ページから１

５ページ、第２１款諸収入、質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） １６ページ、第２

２款町債、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 歳入総括ございま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ４ページにお戻り

ください。 

 第２表、繰越明許費補正、追加３件、質

疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 第３表、地方債補

正、変更５件、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 全体に対する総括

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第１９号令和７年度足寄

町一般会計補正予算（第１３号）の件を採

決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 
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 したがって、議案第１９号令和７年度足

寄町一般会計補正予算（第１３号）の件

は、原案のとおり可決されました。 

 ６０ページをお開きください。 

これから、議案第２０号令和７年度足寄

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）の件の質疑を行います。 

 ６３ページから６８ページ、歳入歳出一

括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第２０号令和７年度足寄

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）の件を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第２０号令和７年度足

寄町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）の件は、原案のとおり可決され

ました。 

 ６９ページをお開きください。 

これから、議案第２１号令和７年度足寄

町簡易水道特別会計補正予算（第３号）の

件の質疑を行います。 

 ７２ページから７３ページ、歳入歳出一

括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第２１号令和７年度足寄

町簡易水道特別会計補正予算（第３号）の

件を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第２１号令和７年度足

寄町簡易水道特別会計補正予算（第３号）

の件は、原案のとおり可決されました。 

 ７４ページをお開きください。 

これから、議案第２２号令和７年度足寄

町介護保険特別会計補正予算（第５号）の

件の質疑を行います。 

 ７８ページから８６ページ、歳入歳出一

括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第２２号令和７年度足寄
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町介護保険特別会計補正予算（第５号）の

件を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第２２号令和７年度足

寄町介護保険特別会計補正予算（第５号）

の件は、原案のとおり可決されました。 

 ８７ページをお開きください。 

これから、議案第２３号令和７年度足寄

町介護サービス事業特別会計補正予算（第

７号）の件の質疑を行います。 

 ９１ページから９５ページ、歳入歳出一

括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） ８８ページにお戻

りください。 

第２表、地方債補正、変更１件、質疑は

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 全体に対する総括

ございませんか。 

これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第２３号令和７年度足寄

町介護サービス事業特別会計補正予算（第

７号）の件を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第２３号令和７年度足

寄町介護サービス事業特別会計補正予算

（第７号）の件は、原案のとおり可決され

ました。 

 ９６ページをお開きください。 

これから、議案第２４号令和７年度足寄

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）の件の質疑を行います。 

 ９９ページから１００ページ、歳入歳出

一括で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第２４号令和７年度足寄

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）の件を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第２４号令和７年度足

寄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

３号）の件は、原案のとおり可決されまし

た。 

 １０１ページをお開きください。 

これから、議案第２５号令和７年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第６号）の件の質疑を行います。 

 １０４ページから１０６ページ、歳入歳

出一括で行います。 
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 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第２５号令和７年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第６号）の件を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第２５号令和７年度足

寄町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第６号）の件は、原案のとおり可決され

ました。 

 １０７ページをお開きください。 

 これから、議案第２６号令和７年度足寄

町国民健康保険病院事業会計補正予算（第

８号）の件の質疑を行います。 

 １０９ページ、収益的収入及び支出一括

で行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） １１０ページ、資

本的収入、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） １０７ページにお

戻りください。 

 第４条、予算第５条中企業債の変更か

ら、第５条、予算第８条に定めた議会の議

決を経なければ流用することのできない経

費の変更まで、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 全体に対する総括

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第２６号令和７年度足寄

町国民健康保険病院事業会計補正予算（第

８号）の件を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第２６号令和７年度足

寄町国民健康保険病院事業会計補正予算

（第８号）の件は、原案のとおり可決され

ました。 

 ここで、２時１０分まで休憩といたしま

す。 

午後 １時５８分 休憩 

午後 ２時１０分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

 

◎ 議案第２７号から議案第３６号まで 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１０ 議案

第２７号令和８年度足寄町一般会計予算の

件から日程第１９ 議案第３６号令和８年

度足寄町国民健康保険病院事業会計予算ま

での１０件を一括議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 
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 町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） ただいま議題とな

りました、議案第２７号令和８年度足寄町

一般会計予算から議案第３６号令和８年度

足寄町国民健康保険病院事業会計予算ま

で、一括提案理由を御説明申し上げます。 

 一般会計予算書３ページをお願いいたし

ます。 

 議案第２７号令和８年度足寄町一般会計

予算について、御説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１０９億９,２１１万９,０００円と定め

るものでございます。 

 歳出の主なものから御説明申し上げま

す。 

 ７０ページをお願いいたします。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、第９

目車両管理費、第１７節備品購入費におき

まして、自動車購入といたしまして、７１

４万２,０００円を計上いたしました。 

７４ページをお願いいたします。 

 第１４目企画振興費におきまして、ふる

さと足寄応援寄附推進事業といたしまし

て、ふるさと納税謝礼４,５００万円、ふる

さと納税サポート業務委託料１,１５５万円

など、合わせて７,３５３万４,０００円を

計上いたしました。 

 第１２節委託料におきまして、市街地コ

ミュニティバス運行管理業務といたしまし

て９２９万５,０００円、移住等サポート業

務といたしまして６２７万２,０００円をそ

れぞれ計上いたしました。 

 ７８ページをお願いいたします。 

 第１８節負担金、補助及び交付金におき

まして、住環境・店舗等整備補助金３,００

０万円、まちづくり活動支援補助金２１０

万円などを計上いたしました。 

 第２４節積立金におきまして、ふるさと

足寄応援基金積立金といたしまして７,６１

７万円を計上いたしました。 

 ８０ページをお願いいたします。 

 第１５目行政情報管理費、第１３節使用

料及び賃借料におきまして、ソフトウエア

使用料といたしまして１,４８８万９,００

０円、８２ページになりますが、ガバメン

トクラウド使用料といたしまして１,１９３

万２,０００円、標準準拠システム使用料と

いたしまして８,２５５万３,０００円を計

上いたしました。 

 ８６ページをお願いいたします。 

 第１７目あしょろ銀河ホール２１管理

費、第１４節工事請負費におきまして、あ

しょろ銀河ホール２１エレベーター制御盤

更新工事といたしまして９８４万５,０００

円、あしょろ銀河ホール２１屋上防水改修

工事といたしまして８,４７１万１,０００

円を計上いたしました。 

８８ページをお願いいたします。 

第２１目情報化推進費、第１４節工事請

負費におきまして、地デジ無線共聴施設送

受信機更新工事といたしまして１,２９０万

３,０００円を計上いたしました。 

１００ページをお願いいたします。 

 第３款民生費、第１項社会福祉費、第１

目社会福祉総務費、第１２節委託料におき

まして、障害者地域生活支援センター管理

運営業務といたしまして２,４４５万２,０

００円を計上いたしました。 

 １０２ページをお願いいたします。 

 第１８節負担金、補助及び交付金におき

まして、足寄町社会福祉協議会補助金とい

たしまして５,２６９万１,０００円を計上

いたしました。 

 第１９節扶助費におきまして、障害者自

立支援給付費といたしまして３億８,０４６

万円、障害者医療費といたしまして２,４５

２万円、障害者地域生活支援給付費といた

しまして２,０７６万２,０００円などを計

上いたしました。 

 １０６ページをお願いいたします。 

 第５目後期高齢者医療費、第１８節負担

金、補助及び交付金におきまして、療養給

付費負担金といたしまして１億６９６万９,

０００円を計上いたしました。 
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 １０８ページをお願いいたします。 

 第２項老人福祉費、第１目老人福祉総務

費、第１８節負担金、補助及び交付金にお

きまして、高齢者エアコン購入支援事業補

助金といたしまして７００万円を計上いた

しました。 

１１０ページをお願いいたします。 

第３目介護保険助成費、第１８節負担

金、補助及び交付金におきまして、軽費老

人ホーム経営安定資金補助金１,２００万円

を計上いたしました。 

 第４目介護サービス事業助成費、第２７

節繰出金におきまして、介護サービス事業

特別会計繰出金といたしまして、２億２,３

０３万５,０００円を計上いたしました。 

 １１２ページをお願いいたします。 

 第６目高齢者等複合施設運営費、第１２

節委託料におきまして、高齢者等複合施設

管理運営業務といたしまして８,０４３万

１,０００円を計上いたしました。 

 第７目地域支援事業費、第１２節委託料

におきまして、生きがい活動支援業務とい

たしまして１,３１４万８,０００円を計上

いたしました。 

１１６ページをお願いいたします。 

 第３項児童福祉費、第１目児童福祉総務

費、第１８節負担金、補助及び交付金にお

きまして、認定こども園どんぐりなどの保

護者負担金無償化事業補助金といたしまし

て、合わせて１,６８４万９,０００円、障

害児等日中一時支援事業所補助金といたし

まして８１２万３,０００円を計上いたしま

した。 

 第１９節扶助費におきまして、児童手当

といたしまして９,１４７万円を計上いたし

ました。 

 １１８ページをお願いいたします。 

 第２目児童医療費、第１９節扶助費にお

きまして、乳幼児医療費といたしまして２,

０３６万４,０００円を計上いたしました。 

 １２０ページをお願いいたします。 

 第３目子どもセンター運営費、第１４節

工事請負費におきまして、子どもセンター

照明ＬＥＤ化工事といたしまして２,２８８

万１,０００円を計上いたしました。 

 １３２ページをお願いいたします。 

 第４款衛生費、第１項保健衛生費、第２

目予防費、第１２節委託料におきまして、

健康診査業務といたしまして１,０９０万

７,０００円、個別予防接種業務といたしま

して、２,０７２万５,０００円を計上いた

しました。 

１３８ページをお願いいたします。 

 第６目町営温泉浴場運営費、第１２節委

託料におきまして、町営温泉浴場管理運営

業務といたしまして２,７９６万６,０００

円を計上いたしました。 

 １４０ページをお願いいたします。 

 第２項清掃費、第２目じん芥処理費、第

１２節委託料におきまして、一般廃棄物収

集運搬業務といたしまして６,２０９万３,

０００円を計上いたしました。 

第１８節負担金、補助及び交付金におき

まして、十勝圏複合事務組合じん芥負担金

といたしまして１億６,３０３万１,０００

円を計上いたしました。 

 第３目し尿処理費、第１２節委託料にお

きまして、し尿収集運搬業務といたしまし

て１,７１９万１,０００円を計上いたしま

した。 

 １４２ページをお願いいたします。 

 第４項病院費、第１目病院費におきまし

て、国民健康保険病院対策費といたしまし

て、救急医療確保経費負担金など、補助

金、出資金合わせて６億４,３４３万４,０

００円を計上いたしました。 

 １４８ページをお願いいたします。 

 第６款農林水産業費、第１項農業費、第

３目農業振興費におきまして、農業担い手

育成支援事業といたしまして、１５３ペー

ジまでになりますが、新規就農志向者営農

指導交付金、新規就農者育成総合対策経営

開始資金など、合わせて２,８９７万６,０

００円、防衛施設周辺農業用施設設置事業
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補助金といたしまして４,９３３万３,００

０円をそれぞれ計上いたしました。 

１５４ページをお願いいたします。 

 第４目畜産草地費、第１８節負担金、補

助及び交付金におきまして、足寄町家畜伝

染病自衛防疫対策協議会負担金といたしま

して６５０万円、あしょろ和牛生産基盤強

化プロジェクト事業補助金といたしまして

４６４万円を計上いたしました。 

 第２０節貸付金におきまして、畜産振興

資金貸付金といたしまして１億円を計上い

たしました。 

 第５目農地費、第１４節工事請負費にお

きまして、西足寄地区配水管改修工事とい

たしまして７,７６２万７,０００円、中足

寄地区配水管改修工事といたしまして３,９

２４万８,０００円を計上いたしました。 

１５６ページをお願いいたします。 

第１８節負担金、補助及び交付金におき

まして、道営足寄地区草地畜産基盤整備

（草地整備型）事業負担金といたしまして

３,６７５万円、道営中足寄地区及び西足寄

地区水利施設等保全高度化事業（営農用

水）負担金といたしまして、合わせて１億

５,５６９万６,０００円を計上いたしまし

た。 

 １５８ページをお願いいたします。 

 第７目営農用水道等費、第１４節工事請

負費におきまして、営農用水道計装装置更

新工事といたしまして１,５１３万６,００

０円、上利別地区配水管更新工事といたし

まして１,８０９万５,０００円を計上いた

しました。 

 １６２ページをお願いいたします。 

 第１０目多面的機能発揮促進事業費、第

１８節負担金、補助及び交付金におきまし

て、中山間地域等直接支払交付金１億９,４

６８万３,０００円、多面的機能支払交付金

４,５７５万７,０００円、環境保全型農業

直接支払交付金１,１５３万２,０００円を

それぞれ計上いたしました。 

 １６４ページをお願いいたします。 

第２項林業費、第１目林業振興費、第７

節報償費におきまして、有害鳥獣駆除報償

金といたしまして、２,２０８万７,０００

円を計上いたしました。 

 １６６ページをお願いいたします。 

 第１２節委託料におきまして、有害鳥獣

生息実態調査業務といたしまして９９９万

７,０００円を計上いたしました。 

１６８ページをお願いいたします。 

第１８節負担金、補助及び交付金におき

まして、森林環境推進事業補助金といたし

まして５,７２２万４,０００円、豊かな森

づくり推進事業補助金といたしまして４,０

１４万９,０００円を計上いたしました。 

 第２４節積立金におきまして、森林の二

酸化炭素吸収及び削減活用基金積立金とい

たしまして２,１０９万２,０００円、森林

環境譲与税基金積立金といたしまして８,１

７６万３,０００円を計上いたしました。 

 １７０ページをお願いいたします。 

第３目町有林管理費におきまして、森林

整備事業といたしまして、下刈りや準備地

ごしらえ等の手数料など、合わせて６,８３

３万６,０００円を計上いたしました。 

 第４目水源林造林事業費におきまして、

水源林造林事業といたしまして、下刈りや

集積、間伐等の手数料など、合わせて１億

３,７７２万８,０００円を計上いたしまし

た。 

 １７２ページをお願いいたします。 

 第７款商工費、第１項商工費、第１目商

工振興費、第１８節負担金、補助及び交付

金におきまして、足寄町商工会補助金とい

たしまして３,０５６万１,０００円、１７

４ページになりますが、足寄町物価高騰対

応地域通貨発行支援事業補助金といたしま

して６,３２０万円を計上いたしました。 

第２０節貸付金におきまして、中小企業

特別融資貸付金といたしまして２億３,００

０万円を計上いたしました。 

 １７８ページをお願いいたします。 

 第３目観光費、第１８節負担金、補助及



 ― 39 ― 

び交付金におきまして、足寄ふるさと盆踊

り・両国花火大会実行委員会等補助金とい

たしまして７８１万１,０００円、あしょろ

観光協会補助金といたしまして１,４００万

円をそれぞれ計上いたしました。 

 １８０ページをお願いいたします。 

第８款土木費、第１項土木管理費、第２

目地籍調査費におきまして、地籍調査事業

といたしまして、地籍測量業務など、合わ

せて４,５００万８,０００円を計上いたし

ました。 

 １８４ページをお願いいたします。 

 第２項道路橋梁費、第１目道路維持費、

第１２節委託料におきまして、道路維持補

修業務といたしまして２,０１７万９,００

０円、第１４節工事請負費におきまして、

町道応急補修工事など、合わせて９,２５９

万８,０００円、第１５節原材料費におきま

して、補修用資材費といたしまして１,３１

１万８,０００円を計上いたしました。 

 第２目道路管理費、第１２節委託料にお

きまして、街路灯・防犯灯台帳作成業務と

いたしまして１,２８８万１,０００円を計

上いたしました。 

１８８ページをお願いいたします。 

 第４目道路新設改良費におきまして、橋

梁長寿命化修繕事業といたしまして、調査

設計業務委託料、工事請負費、橋梁定期点

検業務負担金など、合わせて１億７,４５５

万９,０００円、道路ストック修繕事業とい

たしまして、修繕工事請負費７,７３４万

１,０００円をそれぞれ計上いたしました。 

 １９６ページをお願いいたします。 

 第４項都市計画費、第４目公園事業費、

第１４節工事請負費におきまして、公園等

遊具・公園施設修繕工事といたしまして１,

０００万円を計上いたしました。 

１９８ページをお願いいたします。 

 第５項住宅費、第１目住宅管理費、第１

４節工事請負費におきまして、北星団地公

営住宅解体工事といたしまして１,８０８万

８,０００円を計上いたしました。 

 ２０２ページをお願いいたします。 

 第９款消防費、第１項消防費、第１目消

防費、第１４節工事請負費におきまして、

消防庁舎受変電設備更新工事といたしまし

て２,１９５万円を計上いたしました。 

第１７節備品購入費におきまして、小型

動力ポンプ付水槽車といたしまして７,５９

５万６,０００円を計上いたしました。 

第１８節負担金、補助及び交付金におき

まして、とかち広域消防事務組合消防負担

金といたしまして２億４,７０６万６,００

０円、消火栓工事負担金といたしまして１,

３５６万７,０００円を計上いたしました。 

２０８ページをお願いいたします。 

 第１０款教育費、第１項教育総務費、第

２目事務局費、第１２節委託料におきまし

て、足寄町学習塾管理運営業務といたしま

して４,０００万７,０００円を計上いたし

ました。 

 第１３節使用料及び賃借料におきまし

て、多目的交流施設借上料等といたしまし

て１,１６４万円、第１８節負担金、補助及

び交付金におきまして、足寄高等学校振興

会補助金といたしまして８８５万８,０００

円、足寄高等学校通学費等補助金といたし

まして３,０３１万５,０００円、２１０

ページになりますが、足寄高校生海外研修

派遣事業実行委員会補助金といたしまして

３,２２３万７,０００円をそれぞれ計上い

たしました。 

 ２１２ページをお願いいたします。 

 第４目スクールバス管理費、第１７節備

品購入費におきまして、スクールバス２台

の購入費といたしまして２,３３３万２,０

００円を計上いたしました。 

 ２２０ページをお願いいたします。 

 第２項小学校費、第３目学校建設費、第

１４節工事請負費におきまして、学校施設

照明ＬＥＤ化工事といたしまして３,９１８

万６,０００円を計上いたしました。 

 ２２６ページをお願いいたします。 

 第３項中学校費、第３目学校建設費、第
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１４節工事請負費におきまして、学校施設

照明ＬＥＤ化工事といたしまして４,４７３

万４,０００円を計上いたしました。 

 ２３０ページをお願いいたします。 

 第４項社会教育費、第４目博物館運営

費、第１２節委託料におきまして、博物館

施設管理運営業務といたしまして４,７３０

万円を計上いたしました。 

 ２４０ページをお願いいたします。 

 第５項保健体育費、第２目総合体育館運

営費、第１４節工事請負費におきまして、

総合体育館照明ＬＥＤ化工事といたしまし

て３,１２２万円、総合体育館空調設備整備

工事といたしまして１,７２５万５,０００

円を計上いたしました。 

 ２４８ページをお願いいたします。 

 第５目学校給食費、第１８節負担金、補

助及び交付金におきまして、学校給食費無

償化事業補助金といたしまして２,５８７万

７,０００円を計上いたしました。 

 ２５０ページをお願いいたします。 

 第１２款公債費、第１項公債費、第１目

元金におきまして、長期債償還元金といた

しまして１４億１,３１３万３,０００円を

計上いたしました。 

 第２目利子におきまして、長期債等利子

といたしまして７,５４２万円を計上いたし

ました。 

 ２５２ページをお願いいたします。 

第１３款職員費におきまして、特別職２

名、教育長、一般職の給与等経費全てを計

上いたしました。 

 人件費の詳細につきましては、２６７

ページから２７１ページまでに科目別内訳

を添付しておりますので、参考にしていた

だきますようお願いいたします。 

 以上で歳出を終わり、次に歳入の主なも

のについて申し上げます。 

 １４ページへお戻りください。 

 第１款町税におきまして、個人町民税を

前年度対比１０.３％増の３億２,９４５万

８,０００円、法人町民税を前年度対比４％

減の４,７２５万７,０００円として、それ

ぞれ計上いたしました。 

 固定資産税を前年度対比５％減の４億８,

９１０万３,０００円計上いたしました。 

 軽自動車税を前年度対比５.８％減の２,

１３４万１,０００円計上いたしました。 

 １６ページをお願いいたします。 

 町たばこ税を前年度対比０.８％減の６,

２６７万７,０００円計上いたしました。 

 入湯税を前年度対比１２.８％増の３４万

３,０００円計上いたしました。 

 第２款地方譲与税におきまして、自動車

重量譲与税を１億８７５万８,０００円、地

方揮発油譲与税を２,７１１万７,０００

円、森林環境譲与税を８,１７０万円それぞ

れ計上いたしました。 

 １８ページをお願いいたします。 

 第７款地方消費税交付金を２億１,４１２

万２,０００円計上いたしました。 

 第９款地方特例交付金におきまして、減

収補てん特例交付金を１,０４８万６,００

０円計上いたしました。 

第１０款地方交付税の普通地方交付税に

おきまして、前年度対比１.６％増の４４億

７,５０７万４,０００円、特別地方交付税

におきまして、前年度対比３.４％減の４億

１,６５５万５,０００円をそれぞれ計上い

たしました。 

２０ページからになりますが、第１３款

使用料及び手数料を前年度対比２.５％減の

１億４,８６９万３,０００円計上いたしま

した。 

 ２６ページからになりますが、第１４款

国庫支出金及び第１５款道支出金におきま

して、事務事業等に関わります補助金、交

付金等を計上いたしました。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 第１７款寄附金におきまして、ふるさと

納税寄附金を１億５,０００万円計上いたし

ました。 

 ４０ページをお願いいたします。 

第１８款繰入金におきまして、基金繰入
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金といたしまして、財政調整基金繰入金な

ど、合わせて１２億１,６７３万２,０００

円を計上いたしました。 

 ４４ページをお願いいたします。 

 第２０款諸収入、第５項雑入、第３目水

源林造林事業収入を１億４,３６９万４,０

００円計上いたしました。 

 ４８ページをお願いいたします。 

 第２１款町債におきまして、過疎対策事

業債など合わせて１０億９,５２０万円を計

上いたしました。 

 以上で、歳入を終わります。 

 ８ページへお戻りください。 

 第２表で地方債７件をお願いいたしまし

た。 

 ３ページへお戻りください。 

 第３条において、一時借入金借入れの最

高額は１５億円と定めるものでございま

す。 

 以上で、令和８年度足寄町一般会計予算

の説明を終わります。 

 次に、特別会計について御説明申し上げ

ます。 

 別冊の特別会計予算書の５ページをお願

いいたします。 

 議案第２８号令和８年度足寄町国民健康

保険事業特別会計予算について、御説明申

し上げます。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ７億８,８１７万３,０００円と定めるも

のでございます。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、３１ページまでに

なりますが、２４ページの保険給付費４億

８,９７１万４,０００円、２６ページの国

民健康保険事業費納付金２億４,７５２万

１,０００円などを計上いたしました。 

 １４ページへお戻りください。 

 歳入につきましては、１９ページまでに

なりますが、国民健康保険税２億１,１０３

万９,０００円、道支出金５億２,０２７万

８,０００円などを計上いたしました。 

 次に、３９ページをお願いいたします。 

 議案第２９号令和８年度足寄町簡易水道

特別会計予算について、御説明申し上げま

す。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ６,３１１万８,０００円と定めるもので

ございます。 

 ５０ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、５５ページまでに

なりますが、職員給与などの人件費のほか

施設管理経費などを計上いたしました。 

 ４８ページへお戻りください。 

 歳入につきましては、事業収入、一般会

計繰入金などを計上いたしました。 

 次に、６９ページをお願いいたします。 

 議案第３０号令和８年度足寄町介護保険

特別会計予算について、御説明申し上げま

す。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ８億８,０１６万９,０００円と定めるも

のでございます。 

 ８４ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、１０１ページまで

になりますが、総務費、保険給付費、地域

支援事業費などを計上いたしました。 

 ７８ページへお戻りください。 

 歳入につきましては、８３ページまでに

なりますが、介護保険料、国庫支出金、支

払基金交付金、道支出金、一般会計繰入金

などを計上いたしました。 

 １０９ページをお願いいたします。 

 議案第３１号令和８年度足寄町介護サー

ビス事業特別会計予算について、御説明申

し上げます。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ４億４,７３０万２,０００円と定めるも

のでございます。 

 １２４ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、１３３ページまで

になりますが、職員給与などの人件費や施

設の管理運営費、長期債利子などを計上い

たしました。 
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１１８ページへお戻りください。 

 歳入につきましては、１２３ページまで

になりますが、介護サービス給付費収入、

一般会計繰入金などを計上いたしました。 

 １４７ページをお願いいたします。 

 議案第３２号令和８年度足寄町後期高齢

者医療特別会計予算について、御説明申し

上げます。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１億７,３９７万９,０００円と定めるも

のでございます。 

 １６０ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、１６３ページまで

になりますが、後期高齢者医療広域連合納

付金などを計上いたしました。 

 １５６ページへお戻りください。 

 歳入につきましては、１５９ページまで

になりますが、後期高齢者医療保険料、一

般会計繰入金などを計上いたしました。 

 次に、１６７ページをお願いいたしま

す。 

 議案第３３号令和８年度足寄町資源ごみ

処理等事業特別会計予算について、御説明

申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ９,４０３万６,０００円と定めるもので

ございます。 

 １７８ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、１８３ページまで

になりますが、職員給与などの人件費のほ

か、施設の管理運営費などを計上いたしま

した。 

 １７６ページへお戻りください。 

 歳入につきましては、施設管理負担金、

一般会計繰入金などを計上いたしました。 

 次に、企業会計について御説明申し上げ

ます。 

 別冊の上水道事業会計予算書の２ページ

をお願いいたします。 

 議案第３４号令和８年度足寄町上水道事

業会計予算について、御説明申し上げま

す。 

 業務の予定量につきましては、第２条に

記載のとおりでございます。 

 収益的収入及び支出の予定額につきまし

ては、第３条において１億６,６３５万８,

０００円と定めるものでございます。 

 収入及び支出の内容につきましては、経

常的収入と人件費及び管理費用などでござ

います。 

 資本的収入及び支出の予定額につきまし

ては、第４条に記載のとおりでございま

す。 

 収入及び支出の内容につきましては、収

入は企業債、工事負担金、国庫補助金、支

出は建設改良費、企業債償還金でございま

す。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第５条において、企業債１件をお願いい

たしました。 

 第６条において、一時借入金の限度額は

２,０００万円と定めるものでございます。 

 なお、各科目の予算額等の説明について

は省略させていただきます。 

 別冊の下水道事業会計予算書の２ページ

をお願いいたします。 

 議案第３５号令和８年度足寄町下水道事

業会計予算について、御説明申し上げま

す。 

 業務の予定量につきましては、第２条に

記載のとおりでございます。 

 収益的収入及び支出の予定額につきまし

ては、第３条において３億６,５９６万７,

０００円と定めるものでございます。 

 収入及び支出の内容につきましては、収

入は下水道使用料、他会計負担金、長期前

受金戻入、支出は人件費及び管理費用など

でございます。 

 資本的収入及び支出の予定額につきまし

ては、第４条に記載のとおりでございま

す。 

 収入及び支出の内容につきましては、収

入は他会計出資金、受益者負担金など、支

出は建設改良費、企業債償還金でございま
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す。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第５条において、債務負担行為２件をお

願いいたしました。 

 第６条において、一時借入金の限度額は

２,０００万円と定めるものでございます。 

 なお、各科目の予算額等の説明について

は省略させていただきます。 

 次に、別冊の国民健康保険病院事業会計

予算書の２ページをお願いいたします。 

 議案第３６号令和８年度足寄町国民健康

保険病院事業会計予算について、御説明申

し上げます。 

 業務の予定量につきましては、第２条に

記載のとおりでございます。 

 収益的収入及び支出の予定額につきまし

ては、第３条において、１３億４,７３４万

８,０００円と定めるものでございます。 

 収入及び支出の内容につきましては、経

常的収入と人件費及び管理費用などでござ

います。 

 資本的収入及び支出の予定額につきまし

ては、第４条に記載のとおりでございま

す。 

 収入及び支出の内容につきましては、収

入は企業債、一般会計出資金など、支出は

医療機器購入などの建設改良費、企業債償

還金でございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第５条において、企業債２件をお願いい

たしました。 

 第６条において、一時借入金の限度額は

１億円と定めるものでございます。 

 なお、各科目の予算額等の説明について

は省略させていただきます。 

 以上で、議案第２７号令和８年度足寄町

一般会計予算から議案第３６号令和８年度

足寄町国民健康保険病院事業会計予算ま

で、一括提案理由の説明とさせていただき

ます。御審議賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 お諮りします。 

 本件については、議長を除く１２人の委

員で構成する予算審査特別委員会を設置

し、これに付託し会期中の休憩中に審査す

ることにしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

 よって、本件については、議長を除く１

２人の委員で構成する予算審査特別委員会

を設置し、これに付託し会期中の休憩中に

審査することに決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

 休憩中に特別委員会を開いて、正副委員

長の互選をお願いいたします。 

午後 ２時５７分 休憩 

午後 ３時０２分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

 

◎ 諸般の報告 

○議長（髙橋秀樹君） 諸般の報告を行い

ます。 

 予算審査特別委員会の正副委員長の互選

が行われ、その結果の報告が議長の手元に

参りましたので報告いたします。 

 委員長に多治見亮一君、副委員長に川上

修一君、以上のとおりです。 

 

◎ 散会の議決 

○議長（髙橋秀樹君） お諮りします。 

 本日は、これで散会したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

 よって、本日はこれで散会することに決

定いたしました。 

 

◎ 散会宣告 
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○議長（髙橋秀樹君） 本日はこれで散会

します。 

 次回の会議は、３月１７日午前１０時よ

り開会します。 

 大変御苦労さまでございます。 

午後 ３時０３分 散会 

 

 


